
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
三
）

久
保
田

　
啓

　
一

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
成
島
信
遍
、
道
筑
、
錦
江
、
幕
府
書
物
方
日
記
、
名
家
叢
書
、
春
の
御
ふ
ね

元
文
五
年

　
　庚
申

　一
七
四
〇

　五
十
二
歳

○�

　正
月
二
十
七
日
、「
古
今
韻
会
」
を
差
し
出
す
よ
う
、
書
物
奉
行
桂
山
三

郎
左
衛
門
に
伝
達
す
る
。�

　（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
こ
の
日
、
加
納
遠
江
守
久
通
よ
り
、「
説
文
」
六
冊
と
「
六
書
故
」
二
十
冊

を
差
し
出
す
よ
う
、
詰
番
の
書
物
奉
行
桂
山
三
郎
左
衛
門
に
指
示
が
下
り
、
桂

山
は
命
の
通
り
に
二
点
を
差
し
出
し
た
。
そ
の
記
事
を
受
け
て
次
の
よ
う
に
あ

る
。

　
　�

右
之
節
、
左
之
御
書
物
差
出
候
様
ニ
道
筑
申
聞
候
ニ
付
、
差
出
候
処
、
肥

前
守
殿
御
請
取
被
成
候
。

　
　
　

　
　
　
四
之
五
十
七

　
　
　
　
庚
申
三
月
六
日
下
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
古
今
韻
会

　
　
　
十
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
唐
表
紙
・
黄
紙
書
外
題
、
ト
ヂ
糸
無
之
ノ
ド
包
。

　「
肥
前
守
」
は
前
年
ま
で
御
側
衆
を
勤
め
た
戸
田
肥
前
守
正
峯
。
職
を
辞
し

て
な
お
吉
宗
の
側
に
出
入
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
古
今
韻
会
」
は
こ

の
年
三
月
六
日
に
返
却
さ
れ
た
。

○�

　二
月
一
日
、
御
側
衆
巨
勢
縫
殿
頭
至
信
の
指
示
を
受
け
、「
四
書
名
物
考
」

他
二
点
の
借
り
出
し
を
仲
介
す
る
。
ま
た
、
小
堀
土
佐
守
政
方
を
通
じ
て
の

吉
宗
の
里
歩
に
つ
い
て
の
質
疑
を
書
い
た
書
付
二
葉
を
持
参
し
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
を
説
明
し
て
、
さ
ら
な
る
調
査
を
依
頼
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
前
日
、
巨
勢
至
信
か
ら
「
旧
唐
書
」
の
差
し
上
げ
の
命
を
伝
え
ら
れ
た
奉
行

水
原
次
郎
右
衛
門
は
、
二
月
一
日
の
六
時
に
同
書
を
差
し
出
し
た
。
そ
れ
に
続

い
て
、

　
　�

右
、
縫
殿
頭
殿
え
差
出
之
候
。
其
節
又
、
左
之
通
御
用
之
旨
縫
殿
頭
殿
被
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仰
渡
候
之
由
、道
筑
申
聞
、則
左
之
通
道
筑
を
以
縫
殿
頭
殿
え
差
出
之
候
。

と
し
て
、「
四
書
名
物
考
」
他
二
点
の
書
誌
事
項
を
摘
記
す
る
。
さ
ら
に
、

　
　�
左
之
御
書
付
二
葉
、
道
筑
御
蔵
え
持
参
、
写
留
置
候
而
御
書
物
方
ニ
而
何

も
相
考
へ
、
有
無
之
義
近
々
申
上
候
様
ニ
、
小
堀
土
佐
守
御
申
聞
候
由
ニ

御
座
候
。

と
し
て
、
二
枚
の
書
付
の
記
事
を
掲
げ
、

　
　�

右
御
書
付
之
趣
、
里
歩
之
考
道
筑
も
被
仰
付
、
先
達
而
よ
り
奥
ニ
在
之
候

御
書
物
共
相
考
候
へ
ど
も
、
相
知
不
申
候
。
依
之
、
今
日
御
蔵
へ
罷
出
、

武
備
志
・
大
明
一
統
志
・
異
称
日
本
伝
・
性
理
大
全
・
文
献
通
考
、
此
五

部
ハ
考
候
得
共
、
里
歩
之
義
無
之
段
書
付
、
罷
帰
候
。
四
書
人
物
・
名
物

之
二
書
ニ
留
青
日
札
ヲ
引
而
方
里
之
事
有
之
候
故
、
右
之
書
差
上
候
事
ニ

罷
成
候
。
右
之
外
、
各
様
思
召
当
リ
次
第
御
考
可
被
成
候
。
但
、
二
三
年

以
来
奥
え
上
リ
居
候
御
書
物
之
内
ニ
可
有
之
哉
と
道
筑
申
候
。
其
御
心
得

ニ
て
御
考
可
然
存
候
。
尤
、
急
々
申
上
候
様
ニ
土
佐
守
殿
御
申
候
由
、
三

日
四
日
両
日
之
内
御
申
上
候
様
ニ
と
奉
存
候
。
尤
、
何
々
之
書
御
考
候
と

御
書
付
御
出
し
候
様
ニ
と
道
筑
申
候
。
勿
論
拙
者
存
当
リ
曾
而
無
御
座

候
。
今
日
考
候
分
、
別
紙
書
付
置
候
。

と
、
信
遍
か
ら
の
経
緯
の
説
明
及
び
追
加
調
査
の
依
頼
を
正
確
に
書
き
と
め

る
。
索
引
と
て
な
い
漢
籍
の
山
か
ら
、
短
時
日
の
う
ち
に
里
歩
に
関
す
る
記
事

を
探
り
出
す
と
い
う
作
業
に
、
信
遍
と
書
物
奉
行
達
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
識
だ
け

を
頼
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
る
。

○

　二
月
二
日
、
里
歩
に
つ
い
て
書
物
方
で
調
査
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
　�

成
島
道
筑
御
用
之
儀
ニ
付
、
罷
出
候
。
諸
書
物
遂
吟
味
候
。
昨
日
之
御
用

ニ
而
候
。

　「
昨
日
之
御
用
」と
は
、い
う
ま
で
も
な
く
里
歩
に
関
す
る
文
献
調
査
で
あ
る
。

○

　二
月
三
日
、
引
き
続
き
書
物
方
で
調
査
に
従
事
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）

　
　�

成
島
道
筑
罷
越
、
此
間
之
御
用
向
ニ
付
、
御
書
物
考
之
、
今
日
も
相
知
不

申
候
。

　
作
業
は
容
易
に
は
結
実
し
そ
う
に
な
い
。

○�

　二
月
五
日
、「
月
令
広
義
」
の
文
庫
か
ら
の
借
り
出
し
と
文
庫
へ
の
返
却

を
担
当
す
る
。
ま
た
、
御
書
物
方
に
「
文
献
通
考
」
の
調
査
を
再
度
依
頼
す

る
。�

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

�

　

　
　�
月
令
広
義
御
用
ニ
付
、
先
差
出
し
候
様
ニ
道
筑
申
候
ニ
付
、
則
道
筑
を
以

差
出
候
処
、
御
用
相
済
、
早
速
下
り
申
候
。
依
之
、
御
側
衆
え
御
届
ケ
不
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申
上
候
。

　
　
　（
中
略
）

　
　�

文
献
通
考
尚
又
考
度
候
由
、
道
筑
申
聞
候
ニ
付
、
今
日
考
候
ヘ
共
、
御
用

之
筋
見
ヘ
不
申
候
。

　「
文
献
通
考
」
は
す
で
に
二
月
一
日
に
検
索
し
て
「
里
歩
之
義
無
之
段
」（
二

月
一
日
条
）
を
確
認
ず
み
で
あ
っ
た
。
信
遍
は
そ
の
折
の
調
査
が
不
十
分
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
み
、
再
度
の
点
検
を
申
し
入
れ
た
ら
し
い
。
結
果
は

前
回
同
様
で
あ
る
。

○���

　二
月
十
三
日
、
里
歩
の
件
に
つ
き
深
見
新
兵
衛
と
対
談
、
新
兵
衛
が
「
考

工
記
述
註
」「
考
工
記
通
」「
周
礼
古
本
訂
註
」
の
三
部
を
調
査
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
　�

考
工
記
述
註
・
考
工
記
通
・
周
礼
古
本
訂
註
、
右
三
部
、
道
筑
へ
先
刻
対

談
之
上
、
御
蔵
ニ
而
考
申
候
ヘ
共
、
御
用
之
筋
見
ヘ
不
申
候
。

　
依
然
と
し
て
里
歩
に
関
す
る
調
査
は
継
続
し
て
い
る
。

○����

　二
月
十
六
日
、
昼
時
に
桂
山
三
郎
左
衛
門
と
字
書
類
を
す
べ
て
調
査
す

る
。
ま
た
「
五
車
韻
瑞
」
を
借
り
出
し
て
戸
田
肥
前
守
正
峯
に
差
し
出
す
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
　
昼
時
、
成
島
道
筑
字
書
之
分
不
残

七
箱

、
拙
者
も
共
ニ
考
之
。

　
　
　
四
ノ
五
十
八

　
　
　
　
　
　
五
車
韻
瑞

　
十
七
ノ
巻

　
　
一
冊

　
　
　（
中
略
）

　
　
右
ハ
、
道
筑
持
帰
、
肥
前
守
殿
え
差
出
之
。

　「
五
車
韻
瑞
」
は
同
年
三
月
六
日
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
吉
宗
の

指
示
に
よ
る
一
連
の
調
査
に
供
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。

○�

　二
月
二
十
日
、
里
歩
に
つ
い
て
の
記
載
が
「
府
志
」「
県
志
」
に
な
い
か

と
の
小
堀
土
佐
守
政
方
の
内
意
を
、
桂
山
三
郎
左
衛
門
に
伝
え
る
。
そ
の
上

で
、
深
見
新
兵
衛
・
桂
山
三
郎
左
衛
門
と
協
力
し
て
司
馬
法
の
調
査
を
始
め

る
よ
う
指
示
を
受
け
る
。�

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
　�

道
筑
方
よ
り
、
土
佐
守
殿
御
内
意
ニ
而
、
此
間
之
考
物
府
志
・
県
志
ニ
も

無
之
哉
之
段
申
来
候
。
府
志
・
県
志
之
類
夥
敷
故
、
急
ニ
は
済
兼
候
由
、

返
事
い
た
し
候
。

　
　
　（
中
略
）

　
　�

此
間
之
府
志
・
県
志
之
御
用
相
済
不
申
由
、申
上
候
間
、先
差
止
可
申
候
。

新
規
ニ
司
馬
法
之
御
用
、新
兵
衛
・
三
郎
左
衛
門
・
道
筑
三
人
ニ
而
相
考
、

出
し
可
申
候
。明
日
よ
り
初
可
申
候
。道
筑
御
蔵
ヘ
可
被
遣
由
被
仰
渡
候
。
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申
上
候
。

　
　
　（
中
略
）

　
　�
文
献
通
考
尚
又
考
度
候
由
、
道
筑
申
聞
候
ニ
付
、
今
日
考
候
ヘ
共
、
御
用

之
筋
見
ヘ
不
申
候
。

　「
文
献
通
考
」
は
す
で
に
二
月
一
日
に
検
索
し
て
「
里
歩
之
義
無
之
段
」（
二

月
一
日
条
）
を
確
認
ず
み
で
あ
っ
た
。
信
遍
は
そ
の
折
の
調
査
が
不
十
分
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
危
ぶ
み
、
再
度
の
点
検
を
申
し
入
れ
た
ら
し
い
。
結
果
は

前
回
同
様
で
あ
る
。

○���

　二
月
十
三
日
、
里
歩
の
件
に
つ
き
深
見
新
兵
衛
と
対
談
、
新
兵
衛
が
「
考

工
記
述
註
」「
考
工
記
通
」「
周
礼
古
本
訂
註
」
の
三
部
を
調
査
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
　�

考
工
記
述
註
・
考
工
記
通
・
周
礼
古
本
訂
註
、
右
三
部
、
道
筑
へ
先
刻
対

談
之
上
、
御
蔵
ニ
而
考
申
候
ヘ
共
、
御
用
之
筋
見
ヘ
不
申
候
。

　
依
然
と
し
て
里
歩
に
関
す
る
調
査
は
継
続
し
て
い
る
。

○����

　二
月
十
六
日
、
昼
時
に
桂
山
三
郎
左
衛
門
と
字
書
類
を
す
べ
て
調
査
す

る
。
ま
た
「
五
車
韻
瑞
」
を
借
り
出
し
て
戸
田
肥
前
守
正
峯
に
差
し
出
す
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
　
昼
時
、
成
島
道
筑
字
書
之
分
不
残

七
箱

、
拙
者
も
共
ニ
考
之
。

　
　
　
四
ノ
五
十
八

　
　
　
　
　
　
五
車
韻
瑞

　
十
七
ノ
巻

　
　
一
冊

　
　
　（
中
略
）

　
　
右
ハ
、
道
筑
持
帰
、
肥
前
守
殿
え
差
出
之
。

　「
五
車
韻
瑞
」
は
同
年
三
月
六
日
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
吉
宗
の

指
示
に
よ
る
一
連
の
調
査
に
供
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。

○�

　二
月
二
十
日
、
里
歩
に
つ
い
て
の
記
載
が
「
府
志
」「
県
志
」
に
な
い
か

と
の
小
堀
土
佐
守
政
方
の
内
意
を
、
桂
山
三
郎
左
衛
門
に
伝
え
る
。
そ
の
上

で
、
深
見
新
兵
衛
・
桂
山
三
郎
左
衛
門
と
協
力
し
て
司
馬
法
の
調
査
を
始
め

る
よ
う
指
示
を
受
け
る
。�

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）　

　
　�

道
筑
方
よ
り
、
土
佐
守
殿
御
内
意
ニ
而
、
此
間
之
考
物
府
志
・
県
志
ニ
も

無
之
哉
之
段
申
来
候
。
府
志
・
県
志
之
類
夥
敷
故
、
急
ニ
は
済
兼
候
由
、

返
事
い
た
し
候
。

　
　
　（
中
略
）

　
　�
此
間
之
府
志
・
県
志
之
御
用
相
済
不
申
由
、申
上
候
間
、先
差
止
可
申
候
。

新
規
ニ
司
馬
法
之
御
用
、新
兵
衛
・
三
郎
左
衛
門
・
道
筑
三
人
ニ
而
相
考
、

出
し
可
申
候
。明
日
よ
り
初
可
申
候
。道
筑
御
蔵
ヘ
可
被
遣
由
被
仰
渡
候
。
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（
下
略
）

　
さ
す
が
の
書
物
奉
行
達
も
、
際
限
の
な
い
調
査
指
示
に
い
さ
さ
か
閉
口
気
味

の
よ
う
で
あ
る
。「
府
志
」「
県
志
」
の
検
索
は
短
時
日
で
は
無
理
と
な
り
、
か

わ
っ
て
司
馬
法
の
考
証
が
信
遍
達
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
吉
宗
と
そ
の
側
近
達
が
中

国
の
土
地
制
度
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

○�

　二
月
二
十
一
日
、深
見
新
兵
衛
・
桂
山
三
郎
左
衛
門
と
協
力
し
て
「
通
典
」

の
調
査
を
開
始
す
る
。�

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）

　
　
昨
日
被
仰
付
候
考
物
ニ
付
、
拙
者
共
両
人
・
道
筑
罷
出
、
通
典
考
申
候
。

　
こ
の
日
の
詰
番
は
新
兵
衛
で
、三
郎
左
衛
門
は
「
考
物
御
用
ニ
付
臨
時
」（
当

日
条
）
の
出
勤
と
な
っ
た
。

○�

　二
月
二
十
二
日
、
桂
山
・
深
見
と
「
通
典
」
を
検
索
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）

　
　
道
筑
罷
出
、
三
郎
左
衛
門
・
新
兵
衛
致
加
出
、
通
典
考
之
。

　
桂
山
・
深
見
の
両
奉
行
は
、
こ
の
業
務
の
た
め
に
「
加
出
」（
当
日
条
）
と

し
て
出
勤
し
た
。
詰
番
は
水
原
次
郎
右
衛
門
か
ら
川
口
頼
母
に
交
替
し
て
い

る
。「
通
典
」
調
査
は
あ
く
ま
で
も
桂
山
・
深
見
の
二
名
が
引
き
受
け
て
お
り
、

水
原
や
川
口
は
従
事
し
て
い
な
い
。

○�

　二
月
二
十
四
日
、「
杜
氏
通
典
」
の
検
索
終
了
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）

　
　
此
間
急
ニ
考
候
様
ニ
被
仰
付
候
杜
氏
通
典
之
御
用
筋
、
今
日
相
済
申
候
。

　
里
歩
の
考
証
を
一
旦
止
め
て
開
始
し
た
「
杜
氏
通
典
」（
通
典
）
の
検
索
が

終
了
し
た
。
も
っ
と
も
、
翌
二
十
五
日
条
に
は
、

　
　�

此
間
三
百
六
十
歩
之
考
相
止
候
由
ニ
御
座
候
処
、
昨
日
又
々
土
佐
守
殿
被

申
聞
候
ハ
、
詰
番
切
ニ
同
役
中
申
合
、
丑
年
已
来
上
ケ
下
ケ
致
候
御
書
物

之
分
致
吟
味
候
様
ニ
と
、
被
申
渡
候
。
尤
、
差
急
候
に
は
不
及
、
詰
番
切

ニ
考
申
候
様
ニ
と
の
義
ニ
御
座
候
間
、
仍
而
今
日
よ
り
考
申
候
。

と
あ
り
、「
丑
年
」（
直
近
で
は
享
保
十
八
年
）
以
来
、
文
庫
と
吉
宗
周
辺
と
の

間
を
行
き
来
し
た
書
物
に
つ
い
て
、
詰
番
の
奉
行
だ
け
で
里
歩
の
調
査
を
継
続

す
る
よ
う
に
小
堀
土
佐
守
か
ら
指
示
が
下
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
同
役

中
申
合
」
と
い
う
か
ら
、
こ
の
業
務
は
書
物
奉
行
全
員
が
関
与
し
、
詰
番
と
し

て
勤
務
す
る
傍
ら
、ほ
そ
ぼ
そ
と
な
が
ら
従
事
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
仕
事
は
同
年
三
月
二
十
三
日
に
終
了
し
た
。
同
日
条
に
、

　
　�
里
歩
之
考
、
致
之
。（
但
、
巳
・
午
・
未
之
日
記
致
吟
味
候
之
所
、
可
考

御
書
物
無
之
候
。然
者
、今
日
迄
ニ
先
考
仕
廻
ニ
て
御
座
候
様
ニ
奉
存
候
。
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と
あ
る
の
で
、
奉
行
達
は
元
文
二
年
～
四
年
の
書
物
方
日
記
を
吟
味
し
、
出
入

り
の
書
物
を
一
覧
し
た
上
で
、
里
歩
の
考
証
に
資
す
る
記
事
を
求
め
得
な
い
と

判
断
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
吉
宗
の
記
憶
が
そ
も
そ
も
あ
や
ふ
や
で
、
周
囲

の
幕
臣
達
は
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
た
恰
好
と
な
っ
た
。

○�

　二
月
二
十
七
日
、「
杜
氏
通
典
」
五
冊
を
御
書
物
方
に
返
却
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）

　
　�

去
ル
廿
四
日
御
小
納
戸
え
三
郎
左
衛
門
預
ケ
被
差
置
候
杜
氏
通
典
、
左
之

通
、
成
島
道
筑
相
渡
候
ニ
付
、
請
取
、
改
、
元
番
え
納
之
。（
下
略
）

　
桂
山
三
郎
左
衛
門
が
御
小
納
戸
に
預
け
て
お
い
た
「
杜
氏
通
典
」
が
、
信
遍

を
通
じ
て
川
口
頼
母
へ
返
却
さ
れ
た
。

○

　二
月
、『
深
見
桂
山
成
島
考
』
成
立
す
る
。（
内
閣
文
庫
蔵
『
名
家
叢
書
』）

　
内
閣
文
庫
蔵
『
名
家
叢
書
』
第
四
十
冊
は
、
表
紙
に
「
通
典
五
尺
歩
之
事
考

　
深
見
桂
山
成
島
考
」
と
の
題
簽
を
有
し
、
内
題
「
通
典
五
尺
歩
之
事
考
」
の

下
に
深
見
新
兵
衛
・
桂
山
三
郎
左
衛
門
・
成
島
道
筑
の
三
人
の
姓
通
称
が
記
さ

れ
て
い
る
。
内
容
は
『
杜
氏
通
典
』
か
ら
里
歩
尺
の
関
係
を
示
す
箇
所
を
抄
出

し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
信
遍
や
書
物
奉
行
達
が
こ
の
年
二
月
に
吉
宗
の
指

示
で
調
査
に
没
頭
し
た
課
題
の
成
果
の
一
部
を
成
す
。
巻
末
に
「
元
文
庚
申
仲

春
　
兵
部
少
尹
書
之
」
と
の
奥
書
が
あ
り
、
姓
名
不
詳
な
が
ら
「
兵
部
少
尹
」

の
官
職
名
を
持
つ
人
物
が
浄
書
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
中
身
は
信
遍
達
の
調

査
に
も
と
づ
く
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、『
名
家
叢
書
』
に
は
信
遍
が
関
与
し
た
書
物
が
他
に
も
含
ま
れ
る
。

即
ち
、

　
○

　
第
四
十
一
冊
『
成
島
考
』（
元
表
紙
「
明
史
日
本
伝
大
意
」）

　
○

　
第
四
十
二
冊
『
成
島
考

　
平
準
書
』（
元
表
紙
「
平
準
書
訳
」）

　
○�

　
第
四
十
三
冊
『
成
島
考

　
佩
綬
』（
元
表
紙
「
宋
陳
祥
道

　
礼
書
巻
之

第
十
九

　
抜
書
」）

　
○

　
第
四
十
四
冊
『
成
島
考
』（
内
題
「
文
献
通
考
三
百
二
十
四
」）

　
○�

　
第
四
十
五
冊
『
成
島
考
』（
扉
題
「
歩
考
」「
耒

　
考
工
記
」「
周
礼
考

工
記
訳
」「
周
礼
馬
政
」）

の
五
冊
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
奥
書
等
が
な
い
た
め
成
立
時
期
を
推
測
す
る
手
が

か
り
を
得
ら
れ
な
い
が
、「
文
献
通
考
」「
歩
考
」「
周
礼
考
工
記
訳
」
な
ど
に
は
、

こ
の
年
の
作
業
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
「
歩
考
」
は
里
歩
に

関
す
る
調
査
報
告
の
一
部
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。

　
な
お
、『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
十
二

　
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

　
名
家
叢
書
』
上
・
中
・
下
（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
一
・

一
九
八
二
年
）
の
大
庭
脩
氏
に
よ
る
「
解
題
」（
下
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
内
閣

文
庫
所
蔵
で
、
い
ず
れ
も
信
遍
の
手
に
な
る
「
唐
服
考

　
成
島
道
筑
考
」（
請

求
番
号

　
一
四
七
―
五
二
四
）「
群
書
奇
事

　
成
島
考
」（
請
求
番
号

　
二
一
三

五

42
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と
あ
る
の
で
、
奉
行
達
は
元
文
二
年
～
四
年
の
書
物
方
日
記
を
吟
味
し
、
出
入

り
の
書
物
を
一
覧
し
た
上
で
、
里
歩
の
考
証
に
資
す
る
記
事
を
求
め
得
な
い
と

判
断
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
吉
宗
の
記
憶
が
そ
も
そ
も
あ
や
ふ
や
で
、
周
囲

の
幕
臣
達
は
そ
れ
に
振
り
回
さ
れ
た
恰
好
と
な
っ
た
。

○�

　二
月
二
十
七
日
、「
杜
氏
通
典
」
五
冊
を
御
書
物
方
に
返
却
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
六
）

　
　�

去
ル
廿
四
日
御
小
納
戸
え
三
郎
左
衛
門
預
ケ
被
差
置
候
杜
氏
通
典
、
左
之

通
、
成
島
道
筑
相
渡
候
ニ
付
、
請
取
、
改
、
元
番
え
納
之
。（
下
略
）

　
桂
山
三
郎
左
衛
門
が
御
小
納
戸
に
預
け
て
お
い
た
「
杜
氏
通
典
」
が
、
信
遍

を
通
じ
て
川
口
頼
母
へ
返
却
さ
れ
た
。

○

　二
月
、『
深
見
桂
山
成
島
考
』
成
立
す
る
。（
内
閣
文
庫
蔵
『
名
家
叢
書
』）

　
内
閣
文
庫
蔵
『
名
家
叢
書
』
第
四
十
冊
は
、
表
紙
に
「
通
典
五
尺
歩
之
事
考

　
深
見
桂
山
成
島
考
」
と
の
題
簽
を
有
し
、
内
題
「
通
典
五
尺
歩
之
事
考
」
の

下
に
深
見
新
兵
衛
・
桂
山
三
郎
左
衛
門
・
成
島
道
筑
の
三
人
の
姓
通
称
が
記
さ

れ
て
い
る
。
内
容
は
『
杜
氏
通
典
』
か
ら
里
歩
尺
の
関
係
を
示
す
箇
所
を
抄
出

し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
信
遍
や
書
物
奉
行
達
が
こ
の
年
二
月
に
吉
宗
の
指

示
で
調
査
に
没
頭
し
た
課
題
の
成
果
の
一
部
を
成
す
。
巻
末
に
「
元
文
庚
申
仲

春
　
兵
部
少
尹
書
之
」
と
の
奥
書
が
あ
り
、
姓
名
不
詳
な
が
ら
「
兵
部
少
尹
」

の
官
職
名
を
持
つ
人
物
が
浄
書
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
中
身
は
信
遍
達
の
調

査
に
も
と
づ
く
は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、『
名
家
叢
書
』
に
は
信
遍
が
関
与
し
た
書
物
が
他
に
も
含
ま
れ
る
。

即
ち
、

　
○

　
第
四
十
一
冊
『
成
島
考
』（
元
表
紙
「
明
史
日
本
伝
大
意
」）

　
○

　
第
四
十
二
冊
『
成
島
考

　
平
準
書
』（
元
表
紙
「
平
準
書
訳
」）

　
○�

　
第
四
十
三
冊
『
成
島
考

　
佩
綬
』（
元
表
紙
「
宋
陳
祥
道

　
礼
書
巻
之

第
十
九

　
抜
書
」）

　
○

　
第
四
十
四
冊
『
成
島
考
』（
内
題
「
文
献
通
考
三
百
二
十
四
」）

　
○�

　
第
四
十
五
冊
『
成
島
考
』（
扉
題
「
歩
考
」「
耒

　
考
工
記
」「
周
礼
考

工
記
訳
」「
周
礼
馬
政
」）

の
五
冊
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
奥
書
等
が
な
い
た
め
成
立
時
期
を
推
測
す
る
手
が

か
り
を
得
ら
れ
な
い
が
、「
文
献
通
考
」「
歩
考
」「
周
礼
考
工
記
訳
」
な
ど
に
は
、

こ
の
年
の
作
業
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
「
歩
考
」
は
里
歩
に

関
す
る
調
査
報
告
の
一
部
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。

　
な
お
、『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
資
料
集
刊
十
二

　
国
立
公
文
書
館
内

閣
文
庫
蔵

　
名
家
叢
書
』
上
・
中
・
下
（
関
西
大
学
出
版
部
、
一
九
八
一
・

一
九
八
二
年
）
の
大
庭
脩
氏
に
よ
る
「
解
題
」（
下
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
内
閣

文
庫
所
蔵
で
、
い
ず
れ
も
信
遍
の
手
に
な
る
「
唐
服
考

　
成
島
道
筑
考
」（
請

求
番
号

　
一
四
七
―
五
二
四
）「
群
書
奇
事

　
成
島
考
」（
請
求
番
号

　
二
一
三

五
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）
の
二
冊
は
、
本
来
『
名
家
叢
書
』
に
入
る
べ
き
書
物
で
は
な
か
っ

た
か
、と
の
こ
と
で
あ
る
。体
裁
・
内
容
か
ら
見
て
大
庭
氏
説
は
肯
定
で
き
る
。

特
に
、「
群
書
奇
事

　
成
島
考
」
の
巻
頭
に
は
方
針
を
示
す
「
凡
例
」（「
鳴
鳳

卿
謹
識
」
と
末
尾
に
あ
る
）
が
置
か
れ
る
の
で
、
内
容
を
検
討
す
る
に
際
し
て

信
遍
の
関
心
の
所
在
を
確
認
す
る
便
宜
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

○�

　三
月
二
十
一
日
、
冷
泉
為
久
・
葉
室
頼
胤
の
隅
田
川
遊
覧
に
随
行
し
、
漢

詩
と
和
歌
を
詠
じ
、
紀
行
文
「
春
の
御
ふ
ね
」（『
全
集
』
巻
一
）
を
著
す
。

（『
諸
家
系
譜
』、『
仰
高
録
』、『
公
武
詩
歌
聞
書
』、『
三
世
の
な
み
』
他
）

　
ま
ず
、
成
島
家
が
幕
府
に
提
出
し
た
『
諸
家
系
譜
』（
内
閣
文
庫
蔵
）
の
記

事
を
掲
げ
る
。

　
　�

元
文
五
年
三
月
廿
一
日
、
冷
泉
大
納
言
為
久
卿
・
葉
室
大
納
言
頼
胤
卿
、

隅
田
河
遊
覧
同
船
、
風
雅
之
物
語
仕
候
様
被
仰
付
、
於
木
母
寺
饗
応
之
節
、

詩
歌
共
差
出
、
春
の
御
舟
と
申
仮
名
記
一
帖
献
上
仕
候
。

　
同
じ
く
内
閣
文
庫
蔵
『
略
譜
』
も
ほ
ぼ
同
趣
旨
だ
が
、「
同
船
」
の
下
に
「
仕
」

が
あ
り
、
末
尾
の
「
献
上
仕
候
」
の
「
仕
候
」
二
字
を
欠
く
な
ど
、
微
細
な
異

同
を
有
す
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
二
人
の
公
卿
と
「
風
雅
之
物
語
仕
候
様
」

命
ぜ
ら
れ
た
信
遍
を
父
に
持
つ
和
鼎
、
そ
し
て
成
島
家
の
名
誉
を
物
語
る
文
言

で
あ
る
。

　
こ
の
年
、
勅
使
の
冷
泉
為
久
・
葉
室
頼
胤
は
、
三
月
十
三
日
に
江
戸
に
入
り
、

十
五
日
引
見
、
十
八
日
饗
応
、
十
九
日
辞
見
と
い
う
日
程
を
こ
な
し
た
上
で
、

二
十
一
日
の
遊
覧
に
臨
み
、
二
十
三
日
に
江
戸
を
発
っ
て
い
る
（「
有
徳
院
殿

御
実
紀
」
巻
五
十
一
）。
信
遍
に
求
め
ら
れ
た
の
は
、
公
卿
達
と
の
雅
談
の
相

手
を
す
る
こ
と
と
、
詩
歌
の
詠
出
、
そ
し
て
遊
覧
の
様
を
和
文
に
し
た
た
め
て

幕
府
に
提
出
す
る
こ
と
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
特
に
和
文
「
春
の
御
ふ
ね
」
は
、

隅
田
川
遊
覧
の
行
程
と
船
上
の
様
子
を
詳
細
に
語
る
唯
一
無
比
の
資
料
と
し
て

重
ん
ぜ
ら
れ
、「
有
徳
院
殿
御
実
紀
」
巻
五
十
一
・「
有
徳
院
殿
御
実
紀
附
録
」

巻
十
六
の
記
述
の
典
拠
と
も
な
っ
た
。
ま
た
、
磯
野
政
武
の
『
仰
高
録
』（
内

閣
文
庫
蔵
）
に
も
、　

　

　
　�

元
文
五
年
の
春
、
伝
奏
冷
泉
大
納
言
為
久
卿
・
葉
室
大
納
言
頼
胤
卿
、
関

東
下
向
の
序
、
仰
に
よ
り
て
三
月
廿
一
日
隅
田
河
遊
覧
な
り
。
例
の
艤
今

日
殊
更
に
し
て
辰
之
口
を
往
還
の
舟
場
と
し
、
木
母
寺
の
御
腰
掛
、
并
御

茶
園
場
在
屋
の
御
腰
懸
、
此
外
所
々
之
御
饗
応
、
舟
の
中
之
事
ど
も
、
兼

日
誰
彼
命
を
奉
て
首
尾
優
艶
な
る
の
よ
し
。

　
　
　
　
隅
田
河
に
遊
覧
せ
し
日

　
　
為
久

　
　
　�

す
み
だ
河
こ
ゝ
に
け
ふ
こ
し
み
や
こ
鳥
あ
り
し
た
め
し
も
問
ひ
て
こ
そ

し
れ

　
　
　
花
鳥
に
か
す
む
や
千
里
す
み
だ
河
舟
と
め
て
み
る
遠
近
の
は
る

　
　
　
は
つ
花
も
け
ふ
こ
そ
み
つ
れ
珍
し
き
す
み
だ
河
原
の
春
を
と
ひ
き
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頼
胤

　
　
　
ゆ
た
か
な
る
世
々
を
か
さ
ね
て
す
み
だ
河
広
き
流
の
浪
も
さ
は
が
ず

　
　
　
聞
し
に
も
こ
え
て
こ
そ
み
れ
隅
田
河
み
ぎ
わ
の
な
み
も
花
に
匂
ひ
て

　
　�

此
余
何
某
の
詩
歌
、
惣
家
臣
に
至
ま
で
詠
歌
等
の
沙
汰
、
成
島
信
遍
記
し
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た
る
春
の
み
ふ
ね
と
い
へ
る
に
く
わ
し
（
是
を
信
遍
に
望
て
筆
し
た
る
一

巻
、
政
武
家
に
あ
り
―
―
以
上
割
書
〈
引
用
者
注
〉）。

と
あ
っ
て
、
幕
臣
主
体
の
江
戸
冷
泉
派
歌
壇
に
お
い
て
、
こ
の
隅
田
川
遊
覧
が

い
か
に
話
題
を
集
め
、
随
行
者
信
遍
の
「
春
の
御
ふ
ね
」
の
借
覧
を
願
う
人
々

が
い
か
に
多
か
っ
た
か
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
管
見
に
入
っ
た
「
春
の
御
ふ
ね
」
は
三
点
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
事
情

を
奥
書
等
を
も
と
に
確
認
し
た
上
で
、
本
文
の
検
討
に
入
り
た
い
。

①�

　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
『
芙
蓉
楼
全
集
』（『
全
集
』
と
略
す
）
巻
一
所

収
本

　
冷
泉
為
村
か
ら
の
、
後
日
新
た
に
写
本
を
作
っ
て
送
付
す
る
よ
う
に
と
の
依

頼
の
文
言
を
末
尾
に
備
え
、
そ
れ
に
続
い
て
奥
書
が
並
ぶ
。

　
　�

文
化
六
年
、
此
一
帖
を
佐
野
肥
前
守
義
行
、
冷
泉
入
道
等
覚
殿
に
見
せ
参

ら
せ
け
れ
ば
、

　
　
　
角
田
河
ふ
か
き
恵
の
船
遊
む
か
し
の
春
を
さ
し
て
こ
そ
し
れ

　
　
お
な
じ
と
し
、
五
十
回
の
忌
に
此
一
帖
を
か
き
て
後
宮
へ
奉
る
と
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勝
雄

　
　
　
五
十
年
を
ふ
り
ぬ
る
春
の
恵
な
を
こ
の
子
の
末
も
か
け
て
あ
ふ
が
む

　
　
　
　
此
一
帖
、
以
成
島
家
本
書
写
畢

　
正
路

　
　
右
春
御
船
一
巻
、
以
作
者
自
筆
本
校
合
了

　
　
時
天
保
甲
午
二
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
墨
附
弐
拾
弐
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
合
大
草
達
成

　
佐
野
肥
前
守
義
行
は
三
千
五
百
石
取
り
の
旗
本
で
、
文
化
六
年
当
時
は
大
番

頭
を
勤
め
る
（
小
川
恭
一
氏
編
著
『
寛
政
譜
以
降
旗
本
家
百
科
事
典
』
第
三
巻

〈
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
〉）。
そ
の
義
行
が
ど
こ
か
ら
か
「
春
の
御
ふ
ね
」

の
写
本
を
入
手
し
、
冷
泉
為
泰
に
見
せ
て
返
礼
の
和
歌
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の

年
は
、
宝
暦
十
年
に
没
し
た
信
遍
の
五
十
回
忌
に
当
り
、
信
遍
の
孫
勝
雄
が
新

た
に
写
本
を
作
成
し
、「
後
宮
」
に
奉
っ
て
も
い
る
。
そ
の
次
の
新
見
正
路
の

奥
書
は
、
年
月
日
こ
そ
明
示
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
他
の
巻
同
様
、
文
政

七
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
成
島
家
の
蔵
本
を
写
し
た
際
の
も
の
と
見
て
よ

い
だ
ろ
う
（
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
一
）」〈『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
六
号
、

一
九
八
九
年
三
月
。
以
下
「
年
譜
稿
（
一
）」
と
略
す
〉
参
照
）。

　
続
く
天
保
五
年
二
月
二
十
日
に
「
作
者
自
筆
本
」
を
も
っ
て
校
合
を
加
え
た

旨
の
奥
書
が
誰
の
手
に
な
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

「
年
譜
稿
（
一
）」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
保
元
年
に
成
島
家
が
火
災
に
見
舞
わ

れ
、
家
伝
来
の
文
書
・
典
籍
が
大
半
失
わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が

あ
る
。
も
し
正
路
が
成
島
家
本
の
写
し
に
信
遍
自
筆
本
と
の
異
同
を
精
密
に
記

入
し
た
の
が
天
保
五
年
二
月
二
十
日
だ
っ
た
と
す
る
と
、
信
遍
自
筆
本
が
何
ら

か
の
事
情
で
火
災
の
前
に
成
島
家
を
離
れ
て
湮
滅
を
免
れ
た
と
考
え
る
ほ
か
は

な
い
。
あ
る
い
は
成
島
家
歴
代
の
誰
か
が
校
合
を
加
え
た
の
だ
と
す
る
と
、
正

路
が
罹
災
後
の
成
島
家
に
手
元
の
写
本
そ
の
も
の
、も
し
く
は
副
本
を
提
供
し
、

天
保
五
年
当
時
の
成
島
家
で
、
幸
い
に
焼
失
を
免
れ
た
信
遍
自
筆
本
と
の
校
合

七
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た
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和
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新
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免
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を
果
し
た
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
校
合
の
前
か
後
か
は
と
も
か
く
、

正
路
は
手
元
の
写
本
そ
の
も
の
か
副
本
を
成
島
家
に
呈
し
、
維
新
後
に
成
島
柳

北
旧
蔵
書
と
し
て
修
史
局
に
差
し
出
さ
れ
、
そ
こ
に
勤
め
る
大
草
達
成
に
よ
っ

て
謄
写
が
行
わ
れ
て
現
在
に
伝
わ
る
と
い
う
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。

　
修
史
局
が
可
能
な
限
り
校
合
の
跡
を
正
確
に
再
現
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、

成
島
家
本
と
信
遍
自
筆
本
と
の
異
同
が
つ
ぶ
さ
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
あ

り
が
た
い
。
自
筆
本
か
ら
は
成
島
家
本
の
表
現
の
過
不
足
を
修
訂
し
よ
う
と
い

う
意
識
が
読
み
取
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
信
遍
は
、
幕
府
に
提
出
し
た
後
に
、
さ

ら
に
表
現
の
彫
琢
を
期
し
て
、
会
心
の
手
控
え
を
作
成
し
よ
う
と
努
め
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

②
　
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
春
の
御
ふ
ね

　
墨
田
河
遊
覧
記
』

　
国
会
図
書
館
本
の
本
文
は
、『
全
集
』
に
は
あ
っ
た
為
村
か
ら
の
依
頼
の
部

分
を
欠
い
て
お
り
、
か
わ
っ
て
信
遍
が
遊
覧
当
日
に
詠
じ
た
漢
詩
二
首
を
掲
げ

る
（
後
述
）。
そ
れ
に
続
け
て
、
次
の
よ
う
な
曽
孫
司
直
の
文
章
が
末
尾
に
置

か
れ
て
い
る
。

　
　�

こ
の
一
巻
は
、
曽
祖
父
信
遍
、
元
文
五
年
三
月
廿
一
日
、
為
久
・
頼
胤
両

卿
を
墨
田
河
に
て
御
饗
あ
り
し
時
、
そ
の
事
に
預
り
し
を
も
て
、
私
に
し

る
し
侍
り
し
な
り
。
こ
れ
よ
り
先
、
丹
後
守
直
賢
朝
臣
、
享
保
の
ふ
る
き

光
を
か
し
こ
み
忍
ぶ
と
て
そ
の
さ
ま
を
古
法
印
惟
信
に
ゑ
が
ゝ
せ
、
亡
父

勝
雄
に
こ
の
文
し
る
せ
と
あ
つ
ら
へ
給
へ
し
ほ
ど
に
、
青
柳
の
い
と
ま
な

き
つ
か
へ
の
き
は
ゝ
、
か
た
み
に
ほ
だ
さ
れ
、
年
月
を
へ
に
け
る
が
、
い

つ
し
か
法
印
も
父
の
翁
も
よ
み
の
国
人
と
な
り
、
朝
臣
さ
へ
寂
光
に
か
た

た
が
へ
あ
り
し
後
は
、
春
の
川
舟
よ
る
べ
を
う
し
な
ひ
、
春
の
一
夜
の
夢

が
た
り
と
な
り
き
。
し
か
る
を
松
斎
の
ぬ
し
、
孝
の
志
厚
く
、
朝
臣
の
志

を
つ
が
れ
、
ゑ
は
法
印
の
う
ま
子
に
か
ゝ
せ
、
詞
を
ば
を
の
れ
に
ゆ
だ
ね

し
が
、
を
の
れ
が
ふ
で
と
る
道
に
う
と
き
は
、
ぬ
し
も
と
よ
り
し
り
給
ひ

な
が
ら
、
さ
る
ゆ
へ
よ
し
あ
れ
ば
と
て
、
あ
な
が
ち
に
も
と
め
、
し
る
き

は
春
蚓
の
ね
ぢ
け
た
る
様
も
て
い
な
み
も
は
て
ず
、
か
ゝ
る
高
妙
の
ゑ
の

し
り
へ
を
け
が
す
事
と
は
な
り
ぬ
。
初
尾
も
て
貂
を
つ
げ
り
と
や
い
は

む
。
文
政
二
年
長
月
の
菊
の
籬
の
露
を
硯
に
う
け
て
、
す
み
だ
河
に
の
ぞ

め
る
た
か
ど
の
ゝ
西
の
窓
の
も
と
に
、
源
司
直
記
す
。

　
　
　
　
　
　
狩
野
晴
川
画

　
　
　
　
　
　
成
島
司
直
書

　
　
　
　
　
　
屋
代
弘
賢
筥
銘

　「
丹
後
守
直
賢
朝
臣
」
と
は
、
岡
村
粂
次
郎
直
賢
の
こ
と
で
、
寛
政
九
年

十
二
月
十
八
日
に
従
五
位
下
丹
後
守
に
叙
任
さ
れ
て
い
る
（「
寛
政
重
修
諸
家

譜
」
巻
一
三
四
五
）。
五
百
石
取
り
の
旗
本
で
、小
納
戸
組
頭
・
清
水
家
家
老
・

旗
奉
行
な
ど
を
歴
任
し
、
文
政
元
年
六
月
二
十
二
日
に
没
す
る
（『
寛
政
譜
以

降
旗
本
家
百
科
事
典
』第
一
巻
）。「
古
法
印
惟
信
」は
狩
野
養
川
院
惟
信
で
、「
ゑ

は
法
印
の
う
ま
子
に
か
ゝ
せ
」
の
「
う
ま
子
」
に
該
当
す
る
の
が
晴
川
院
養
信

で
あ
る
（
武
田
恒
夫
氏
『
狩
野
派
絵
画
史
』、吉
川
弘
文
館
、一
九
九
五
年
）。「
松

斎
の
ぬ
し
」
は
、
文
脈
か
ら
い
え
ば
岡
村
丹
後
守
直
賢
の
子
虎
之
進
直
恒
に
あ

八
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た
る
は
ず
だ
が
、
直
恒
に
「
松
斎
」
の
号
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
資
料
の
裏
付

け
が
取
れ
な
い
。

　
司
直
の
こ
の
文
章
か
ら
窺
え
る
の
は
、
岡
村
直
賢
が
享
保
の
吉
宗
の
治
政
を

賛
仰
す
る
心
を
持
ち
、
当
時
の
文
事
を
象
徴
す
る
隅
田
川
遊
覧
を
養
川
院
惟
信

に
描
い
て
も
ら
い
、
勝
雄
に
は
「
春
の
御
ふ
ね
」
の
本
文
を
書
く
よ
う
依
頼
し

て
い
た
が
、
な
か
な
か
に
実
現
で
き
な
い
ま
ま
時
が
経
ち
、
そ
の
子
孫
達
が
志

を
継
い
で
完
成
さ
せ
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。
木
挽
町
狩
野
家
の
重
鎮
晴
川
院

が
絵
筆
を
と
り
、
成
島
家
の
地
位
を
向
上
さ
せ
た
司
直
が
曽
祖
父
を
し
の
び
つ

つ
本
文
を
書
し
、さ
ら
に
筥
銘
を
当
代
一
の
能
書
家
屋
代
弘
賢
が
記
す
と
い
う
、

近
世
後
期
の
幕
府
の
文
事
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
贅
沢
な
一
品
が
、
岡
村
家

に
奉
呈
す
る
た
め
だ
け
に
作
成
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
何
と
も
勿
体
な
い
話

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
文
化
を
愛
好
す
る
幕
臣
達
の
間
で
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
た

感
覚
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
国
会
図
書
館
本
が
こ
の
本
を
も
と

に
写
し
取
ら
れ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
か
ら
、
有
力
な
伝
本
の
一
つ
に
は
違
い

な
い
。

③�

　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
『
墨
海
山
筆
』（
請
求
番
号

　
二
一
七
―

三
一
）
巻
五
十
一
所
収
本

　
末
尾
に
、『
全
集
』
の
本
文
と
は
若
干
字
句
を
異
に
し
つ
つ
も
為
村
か
ら
の

依
頼
を
掲
げ
る
。
そ
の
後
に
、

　
　
右
春
の
み
ふ
ね
は
成
島
道
筑
信
遍
所
作
也
。

の
識
語
が
あ
り
、
さ
ら
に

　
　
右
一
巻
者
以
屋
代
弘
賢
翁
之
本
令
写
之
。

　
　
　
弘
化
二
乙
巳
年
十
月

　
　
梅
処
閑
人

と
の
奥
書
を
有
し
て
、『
墨
海
山
筆
』
を
編
ん
だ
梅
処
閑
人
が
屋
代
弘
賢
の
蔵

本
を
も
と
に
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。弘
賢
も
冷
泉
家
の
門
人
で
あ
る
か
ら
、

成
島
家
か
ら
架
蔵
本
を
提
示
さ
れ
て
写
本
を
作
る
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
と
し
て

も
不
思
議
は
な
い
。

　
以
上
の
三
点
の
校
異
を
掲
げ
る
に
当
り
、
①
の
『
全
集
』
本
文
を
底
本
に
選

び
、
信
遍
自
筆
本
に
よ
る
書
き
入
れ
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た

底
本
と
国
会
図
書
館
本
（「
国
」
の
略
称
で
示
す
）・
内
閣
文
庫
『
墨
海
山
筆
』

所
収
本
（「
内
」
の
略
称
で
示
す
）
と
の
異
同
は
ど
う
か
、
を
注
記
す
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
底
本
と
「
国
」「
内
」
と
の
異
同
、
そ
し
て
自
筆
本
に
よ
る

書
き
入
れ
が
同
じ
箇
所
に
見
ら
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
「
国
」「
内
」
と
の
異
同

を
示
し
、
次
に
底
本
に
施
さ
れ
た
書
き
入
れ
に
つ
い
て
触
れ
る
形
に
統
一
し

た
。「
国
」「
内
」
へ
の
言
及
が
な
い
も
の
は
、
底
本
と
自
筆
本
と
の
異
同
の
み

が
存
在
し
、底
本
と
「
国
」「
内
」
と
の
異
同
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
春
の
御
ふ
ね（

１
）

　
　�

　
そ
の
比（

２
）、

冷
泉
大
納
言
殿（

３
）・

葉
室
大
な
ご
ん
殿（

４
）、

隅
田
河
に
逍
遥
せ
さ

せ
給
ふ
。
こ
れ
は
私
の
事
に
も
あ
ら
ず（

５
）。

関
東
の
御
さ
た
と
し
て（

６
）、

萬
き

よ
ら
を
つ
く
し（

７
）た

る
御
も
て
な
し
に
ぞ
有
け
る
。九
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た
る
は
ず
だ
が
、
直
恒
に
「
松
斎
」
の
号
が
あ
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た
か
ど
う
か
は
資
料
の
裏
付

け
が
取
れ
な
い
。

　
司
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え
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の
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賢
が
享
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の
吉
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治
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を
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仰
す
る
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を
持
ち
、
当
時
の
文
事
を
象
徴
す
る
隅
田
川
遊
覧
を
養
川
院
惟
信

に
描
い
て
も
ら
い
、
勝
雄
に
は
「
春
の
御
ふ
ね
」
の
本
文
を
書
く
よ
う
依
頼
し

て
い
た
が
、
な
か
な
か
に
実
現
で
き
な
い
ま
ま
時
が
経
ち
、
そ
の
子
孫
達
が
志

を
継
い
で
完
成
さ
せ
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。
木
挽
町
狩
野
家
の
重
鎮
晴
川
院

が
絵
筆
を
と
り
、
成
島
家
の
地
位
を
向
上
さ
せ
た
司
直
が
曽
祖
父
を
し
の
び
つ

つ
本
文
を
書
し
、さ
ら
に
筥
銘
を
当
代
一
の
能
書
家
屋
代
弘
賢
が
記
す
と
い
う
、

近
世
後
期
の
幕
府
の
文
事
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
贅
沢
な
一
品
が
、
岡
村
家

に
奉
呈
す
る
た
め
だ
け
に
作
成
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
何
と
も
勿
体
な
い
話

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
文
化
を
愛
好
す
る
幕
臣
達
の
間
で
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
た

感
覚
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
推
測
で
き
る
。
国
会
図
書
館
本
が
こ
の
本
を
も
と

に
写
し
取
ら
れ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
か
ら
、
有
力
な
伝
本
の
一
つ
に
は
違
い

な
い
。
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国
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公
文
書
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内
閣
文
庫
蔵
『
墨
海
山
筆
』（
請
求
番
号

　
二
一
七
―

三
一
）
巻
五
十
一
所
収
本

　
末
尾
に
、『
全
集
』
の
本
文
と
は
若
干
字
句
を
異
に
し
つ
つ
も
為
村
か
ら
の

依
頼
を
掲
げ
る
。
そ
の
後
に
、

　
　
右
春
の
み
ふ
ね
は
成
島
道
筑
信
遍
所
作
也
。

の
識
語
が
あ
り
、
さ
ら
に

　
　
右
一
巻
者
以
屋
代
弘
賢
翁
之
本
令
写
之
。

　
　
　
弘
化
二
乙
巳
年
十
月

　
　
梅
処
閑
人

と
の
奥
書
を
有
し
て
、『
墨
海
山
筆
』
を
編
ん
だ
梅
処
閑
人
が
屋
代
弘
賢
の
蔵

本
を
も
と
に
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。弘
賢
も
冷
泉
家
の
門
人
で
あ
る
か
ら
、

成
島
家
か
ら
架
蔵
本
を
提
示
さ
れ
て
写
本
を
作
る
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
と
し
て

も
不
思
議
は
な
い
。

　
以
上
の
三
点
の
校
異
を
掲
げ
る
に
当
り
、
①
の
『
全
集
』
本
文
を
底
本
に
選

び
、
信
遍
自
筆
本
に
よ
る
書
き
入
れ
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た

底
本
と
国
会
図
書
館
本
（「
国
」
の
略
称
で
示
す
）・
内
閣
文
庫
『
墨
海
山
筆
』

所
収
本
（「
内
」
の
略
称
で
示
す
）
と
の
異
同
は
ど
う
か
、
を
注
記
す
る
こ
と

と
し
た
。
な
お
、
底
本
と
「
国
」「
内
」
と
の
異
同
、
そ
し
て
自
筆
本
に
よ
る

書
き
入
れ
が
同
じ
箇
所
に
見
ら
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
「
国
」「
内
」
と
の
異
同

を
示
し
、
次
に
底
本
に
施
さ
れ
た
書
き
入
れ
に
つ
い
て
触
れ
る
形
に
統
一
し

た
。「
国
」「
内
」
へ
の
言
及
が
な
い
も
の
は
、
底
本
と
自
筆
本
と
の
異
同
の
み

が
存
在
し
、底
本
と
「
国
」「
内
」
と
の
異
同
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
　
　
　
春
の
御
ふ
ね（

１
）

　
　�
　
そ
の
比（

２
）、

冷
泉
大
納
言
殿（

３
）・

葉
室
大
な
ご
ん
殿（

４
）、

隅
田
河
に
逍
遥
せ
さ

せ
給
ふ
。
こ
れ
は
私
の
事
に
も
あ
ら
ず（

５
）。

関
東
の
御
さ
た
と
し
て（

６
）、

萬
き

よ
ら
を
つ
く
し（

７
）た

る
御
も
て
な
し
に
ぞ
有
け
る
。九
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　�

　
時
は
弥
生
の
廿
一
日
也（

８
）。

か
ね
て
、
あ
さ
て
の
程
み
ふ
ね
の
ず
さ
に
め

し
加
へ
ら
る
べ
き
あ
ら
ま
し
、
加
納
久
通（

９
）

朝
臣
、
仰
ご
と
を
伝
へ
ら
れ）

（（
（

、

か
し
こ
ま
り
を
申
て
、
鳥
が
ね
ま
た
ず
御
や
ど
り
に
ま
い
る
。
廿
日
の
月

空）
（（
（

た
か
う
さ
し
の
ぼ
り
て）

（2
（

、
い
と
え
む
な
る）

（（
（

空
を
見
る
に
も
、
け
ふ
の
み

ふ
ね
に
波
風
は
あ
ら
じ
ば
や）

（（
（

と
、
心
の
う
ち
い
と
た
の
も
し
。
二
か
た
の

出
さ
せ
給
ふ
は
辰
の
時
と
さ
だ
め
な
り）

（（
（

。
た
つ
の
口
と
い
ふ
所
に
艤
ひ

す）
（（
（

。
舟）

（7
（

花
の
と
ば
り
朝
日
に
か
ゞ
や
き
、
麒
麟
丸
・
大
竹
丸
な
ど
い
ふ
御

船
き
ら
ゝ
か
に
か
ざ
り
、
錦
の
と
も
づ
な
、
白
が
ね
の
こ
が
ね
の
具
ど
も

ひ
か
り
あ
ひ
た
る）

（（
（

、
こ
の
世
に
あ
べ
き）

（（
（

も
の
と
も
な
し）

2（
（

。
御
さ
き
お
ふ
声

い
か
め
し
う
、
往
来
の
人
こ
ゝ
か
し
こ
に）

2（
（

蹲
ま
り
て
、
あ
な
と
う
と
、
あ

な
め
で
た
し
と
見
奉
る
な
る
べ
し
。

　
　�

　
吾
嬬
に
て
見
も
な
れ
ぬ
狩
衣
姿
、
ゑ
び
ぞ
め
は
冷
泉
殿
、
う
す
花
田
は

葉
室
殿
に
こ
そ
。
御
船）

22
（

に
う
つ
ろ
は
せ
給
ふ
あ
は
ひ）

2（
（

、
け
ふ
の
こ
と
う
け

た
ま
は
る
た
れ
が
し
く
れ
が
し
名
だ
い
め
す
。
み
ふ
ね
す
ゝ
み
て
、
松
の

葉
の
常
盤
の
橋
を
左
に
な
し
、
河
波
に
棹
さ
す
程
、
あ
づ
ま
み
ち
二
り
ば

か
り
あ
り
て
、
左
右
の
家
ゐ
あ
き
人
の
、
よ
き
衣
き
た
る
も
わ
か
き
め
ど

も
）ゝ
2（
（

、
幾
千

）々
2（
（

と
な
く
む
れ
居
て
み
た
て
ま
つ
る
。
よ
ね
つ
み
た
る
倉
ど

も
数
も
限
ら
ず
た
て
つ
ゞ
き
、
こ
な
た
か
な
た
に
つ
ら
な
れ
る
が
こ
ち
た

き
ま
で
あ
る
、
実
も
富
る
世
の
す
が
た
と
め
で
あ
へ
り
。

　
　�

　
三
股
の
瀬
を
こ
し
て）

2（
（

大
河
に
い
づ
。
こ
と
し
雪
し
ば
〳
〵
打
ち
り
て
、

ま
だ
此
ご
ろ
も
あ
し
た
の
風
さ
え
わ
た
り
、
河
波
し
ろ
う
吹
立
て
、
み
な

人
そ
ゞ
ろ）

27
（

さ
む
げ
な
れ
ど
、め
な
れ
ぬ
山
水
に
心
う
つ
し
て
わ
き
ま
へ
ず
。

梅
は
ち
り
て
若
楓
の
め
も
春
に
も
え
出
た
る
お
ほ
し）

2（
（

。
桃
の
花
白
き
紅
な

る
、
所
々
に
咲
ま
ぢ
へ）

2（
（

た
る
を
、
二
方
こ
と
に
め
で
さ
せ
給
ふ
。
な
べ
て

花
も
み
ぢ
を
心
と
な
さ
せ
給
ふ
は
、下
種
の
し
る
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
所
々

の
御
も
て
な
し）

（（
（

ど
も
た
え
ま
を
か
ず
。
み
き
・
く
だ
も
の
や
う
の
も
の
、

老
せ
ぬ
国
を
や
船
の
う
ち
に
尋
ら
ん
。
か
や
う）

（（
（

の
こ
と
、
か
く
と
も
つ
き

ま
じ
け
れ
ば
、
さ
て
や
み
ぬ
。

　
　�

　
高
家
と
い
へ
る
は
、
み
な
法
師
歩
霊
の
流
に
し
て
、
位
司
も
世
に
な
ら

ぶ）
（2
（

べ
く
も
あ
ら
ね
ば
、
雲
の
上
の
こ
と
ど
も
執
し）

（（
（

侍
る
な
り
。
け
ふ
も
誰

某
く
れ
が
し
の
朝
臣
そ
の
こ
と
う
け
給
は
る
。
あ
は
れ
、
も
と
の）

（（
（

ね
ざ
し

も
人
の
下
に
う
ま
れ
て
、
か
ゝ
る
あ
は
ひ
に
た
ち
ま
じ
ら
ふ
こ
と
よ
。
す

み
の
山
を
左
の
手
に
さ
ゝ
げ
し
夢
に
や
あ
ら
ん
。
あ
し
ひ
き
の
大
和
こ
と

ば）
（（
（

の
か
た
は
し
さ
え
づ
り
な
ら
ひ
て
侍
り
し
が
、
冷
泉
家
に
道
の
し
る
べ

あ
ふ
ぎ
奉
る）

（（
（

こ
と
を）

（7
（

は
や
う
ゆ
り
給
は
り
し
よ
り
、
か
ゝ
る
む
し
ろ
に
か

ず
ま
へ
さ
せ
給
は
る）

（（
（

も
、
ひ
と
へ
に
御
恵
の
露
也
。
扨
も
身
の
う
へ
を
お

も
へ
ば
、
い
か
に
い
ひ
出
ん
こ
と
の
葉
も
な
し
。
い
か
な
る
こ
と
を
な
し

て
か
、
つ
な
で
縄
な
が
き
日
の
御
慰
め
を
も
つ
か
う
ま
つ
ら
ん
の
心
つ
き

て
侍
る
に
ぞ
、
さ
る
が
う
ご
と
も）

（（
（

お
ほ
か
る
べ
し
。

　
　�

　
此
す
み
だ
河
原
は
、
む
さ
し
と
し
も
つ
ふ
さ
の
中
に
名
も
な
が
れ
し
か

ば
、
い
に
し
へ
よ
り
雲
ゐ
の
月
も
影
を
う
か
べ
、
こ
と
葉）

（（
（

の
花
も
世
に
な

が
れ
し
を
と
、
六
十
一
と
せ
の
む
か
し
し
れ
る
が）

（（
（

い
へ
り
。
し
か
あ
れ
ば）

（2
（

、

た
え
に
し
を
も
つ
ぎ
、
す
た
れ
し
を
も
お
こ
さ
せ
お
は
し
ま
す
時
と
な
り

て
、
か
ゝ
る
山
水
の
心
を
も
汲
し
ろ
し
め
し
も
よ
ほ
し
た
て
さ
せ
お
は
し

十
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ま
す
な
ら
ん）

（（
（

と
、
二
方
の
ゝ
た
ま
わ
す
。

　
　�

　
日
た
か
う
さ
し
の
ぼ
り
ぬ
。
筑
波
山）

（（
（

を
吹
こ
す
風
に
雲
か
す
み
を
は
ら

ひ
て
、ち
ゝ
ぶ
ね）

（（
（

・
黒
か
み
・
あ
し
が
ら
な
ど
の
山
端
す
ぎ
〳
〵
に
み
す
。

心
あ
り
げ
な
り）

（（
（

。
消
残
る
雪
の
よ
そ
め
、
絵
に
も
か
ゝ
ま
ほ
し
。
不
尽
の

山
は
年
々
め）

（7
（

な
れ
さ
せ
給
へ
ば
、
そ
れ
か
あ
ら
ぬ）

（（
（

と
も
と
は
せ
給
は
ず
。

と
こ
め
づ
ら
な
り
と
の
み
の
給
は
す
。
御
か
は
ら
け
ま
い
る
ほ
ど
、
あ
み

ど
も
お
ろ
し
て
、
す
が
や
か
な
る
を
の
こ
ど
も
の
あ
か
き
き
ぬ
き
て）

（（
（

船
を

さ
し
行
め
ぐ
る
、
て
ふ
鳥
の
水
に
う
か
べ
る
に
似
た
り）

（（
（

。
色
々
の
い
ろ
く

ず
ど
も
あ
ま
た
と
り
よ
ろ
こ
び）

（（
（

、
け
に
入
て
も
て
ま
い
れ
り
。
殊
に
お
か

し
と
興
ぜ
さ
せ
給
ふ
。

　
　�

　
午
の
貝
ふ
く
こ
ろ
、
木
母
寺
に
着
ぬ
。
一
木
ふ
た
木
の
さ
く
ら
ほ
こ
ろ

び
そ
め
て
、
日
う
ら
ゝ
か
に
た
け
ぬ
。
よ
べ
近
江
守
以
興
朝
臣
、
御
ま
う

け
の
為
に）

（2
（

こ
ゝ
に
き
て
、

　
　
　
花
も
や
ゝ
綻
そ
め
て
す
み
だ
川
都
の）

（（
（

人
の
と
ふ
を
待
ら
し）

（（
（

　
　
と
聞
え
し
か
ば
、

　
　
　
あ
す
か
け
て
み
や
こ
の
人
に
聞
せ
ば
や
花
め
づ
ら
し
き
露
の
こ
と
の
葉

　
　�

と
な
ん
聞
え
か
は
し
つ
。汐
の
干
潟
に
鳥
ど
も
あ
ま
た
む
れ
ゐ
て
あ
さ
る
。

そ
れ
が
な
か
に
所
の）

（（
（

名
に
お
へ
る
も
あ
る
な
る
べ
し
。
御
殿
つ
く
り
は
千

里
の
野
山
を
う
け
て
入
江
に
の
み（

マ
マ
）め

り）
（（
（

。
あ
な
た
の
洲
崎
に
あ
や
し
の
小

家
ど
も
見
え
て
、
木
立
も
の
ふ
り

（
マ
マ
）

し）
（7
（

。
関
屋
の
里
と
申
よ
し
を
啓
す）

（（
（

。
け

ふ）
（（
（

め
と
ま
る
所
と
て
御
気
し
き
こ
と
に
う
る
は
し
。

　
　�

　
供
御）

（（
（

ま
い
る
ほ
ど
は
、
お
ほ
や
け
ざ
ま
の
こ
と
な
れ
ば
、
い
さ
ゝ
か
し

ぞ
き
て
あ
り
。
よ
べ
、
明
日
の
逍
遥）

（（
（

折
に
ふ
れ
て
か
ら
う
た
奉
れ
と
仰
ご

と
の
あ
ら
ま
し
承
れ
ば
、
せ
ば
き）

（2
（

袖
か
き
合
せ
て
槙
の
は
し
ら
に
よ
り
ゐ

た
る
が
、
あ
ま
り
に
あ
ん
じ
ほ
れ
て
く
び
ほ
ね
も）

（（
（

い
た
う
ぞ
覚
え
し
。
も

と
よ
り
も
ん
に
ん
擬
生
の
き
は
に
し
も
あ
ら
ず
、
才
学
拙
け
れ
ば
、
石
の

火
の
打
い
で
ん
こ
と
の
は
も
な
し
。

　
　�

　
前
栽
ち
り
な
く
し
は

（
マ
マ
）

た
し）

（（
（

た
り
。
舟
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
。
中
島
に
わ

ざ
と
た
ち
て
、
軽
ら
か
に
こ
と
そ
ぎ）

（（
（

つ
く
ら
れ
た
る
所
に
入
お
は
し
ま

す）
（（
（

。
み
き
ま
い
る
。
硯
れ
う
し
奉
り
、
階
を
く
だ
り
て）

（7
（

う
づ
く
ま
る
。
冷

泉
殿
、

　
　
　�

す
み
だ
川
こ
ゝ
に
け
ふ
こ
し
み
や
こ
鳥
あ
り
し
た
め
し
も
と
ひ
て
こ
そ

し
れ

　
　
　
花
鳥
に
霞
む
や
千
里
す
み
だ
川
船
と
め
て
見
る
遠
近
の
春

　
　
　
初
花
も
け
ふ
こ
そ
見
つ
れ
珍
ら
し
き
隅
田
河
原
の
春
を
と
ひ
き
て

　
　
葉
室
ど
の
ゝ
よ
ま
せ
給
ふ
、

　
　
　
豊
な
る
世
々
を
か
さ
ね
て
隅
田
川
広
き
汀）

（（
（

の
波
も
さ
は
が
ず

　
　
　
聞
し
に
も
こ
え
て
こ
そ
見
れ
角
田
川
汀
の
波
も
花
に
匂
ひ
て

　
　�

か
ら
う
た
奉
り
、ぬ
か）

（（
（

づ
き
居
た
り
。み
け
し
き
あ
り
。み
き
給
は
る
。よ
ゝ

と
え
ひ
た
り
。
み
だ
り
心
ち
に）

7（
（

け
う
〳
〵
な
る
ふ
る
ま
ひ
な
ど
ま
じ
ら
ば

と
お
も
ふ
、
い
と
く
る
し）

7（
（

。
右
近
大
鹿
の
清
基）

72
（

、

　
　
　
朝
附
日
長
閑
き
光
さ
し
そ
ひ
て）

7（
（

波
に
か
ゞ
や
く
朱
の
そ
ほ
舟

　
　
　
二
国
の
中
行
水
の
す
み
だ
川
幾
代
尽
せ
ぬ
な
が
れ
成
ら
ん）

7（
（

　
　
玄
蕃
の
ぜ
う
藤
原
祐
良
、

十
一

48
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ま
す
な
ら
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た
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。
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日
た
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う
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ぼ
り
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を
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こ
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す
み
を
は
ら

ひ
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黒
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・
あ
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が
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ど
の
山
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に
み
す
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心
あ
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げ
な
り）
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消
残
る
雪
の
よ
そ
め
、
絵
に
も
か
ゝ
ま
ほ
し
。
不
尽
の
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は
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々
め）
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（

な
れ
さ
せ
給
へ
ば
、
そ
れ
か
あ
ら
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（

と
も
と
は
せ
給
は
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。

と
こ
め
づ
ら
な
り
と
の
み
の
給
は
す
。
御
か
は
ら
け
ま
い
る
ほ
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、
あ
み

ど
も
お
ろ
し
て
、
す
が
や
か
な
る
を
の
こ
ど
も
の
あ
か
き
き
ぬ
き
て）
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（

船
を

さ
し
行
め
ぐ
る
、
て
ふ
鳥
の
水
に
う
か
べ
る
に
似
た
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。
色
々
の
い
ろ
く

ず
ど
も
あ
ま
た
と
り
よ
ろ
こ
び）

（（
（

、
け
に
入
て
も
て
ま
い
れ
り
。
殊
に
お
か

し
と
興
ぜ
さ
せ
給
ふ
。
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午
の
貝
ふ
く
こ
ろ
、
木
母
寺
に
着
ぬ
。
一
木
ふ
た
木
の
さ
く
ら
ほ
こ
ろ

び
そ
め
て
、
日
う
ら
ゝ
か
に
た
け
ぬ
。
よ
べ
近
江
守
以
興
朝
臣
、
御
ま
う

け
の
為
に）

（2
（

こ
ゝ
に
き
て
、

　
　
　
花
も
や
ゝ
綻
そ
め
て
す
み
だ
川
都
の）

（（
（

人
の
と
ふ
を
待
ら
し）

（（
（

　
　
と
聞
え
し
か
ば
、

　
　
　
あ
す
か
け
て
み
や
こ
の
人
に
聞
せ
ば
や
花
め
づ
ら
し
き
露
の
こ
と
の
葉
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と
な
ん
聞
え
か
は
し
つ
。汐
の
干
潟
に
鳥
ど
も
あ
ま
た
む
れ
ゐ
て
あ
さ
る
。

そ
れ
が
な
か
に
所
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名
に
お
へ
る
も
あ
る
な
る
べ
し
。
御
殿
つ
く
り
は
千

里
の
野
山
を
う
け
て
入
江
に
の
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マ
マ
）め

り）
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あ
な
た
の
洲
崎
に
あ
や
し
の
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家
ど
も
見
え
て
、
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立
も
の
ふ
り
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マ
マ
）

し）
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関
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の
里
と
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よ
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を
啓
す）
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け
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め
と
ま
る
所
と
て
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気
し
き
こ
と
に
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る
は
し
。
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（（
（
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い
る
ほ
ど
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お
ほ
や
け
ざ
ま
の
こ
と
な
れ
ば
、
い
さ
ゝ
か
し

ぞ
き
て
あ
り
。
よ
べ
、
明
日
の
逍
遥）
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（

折
に
ふ
れ
て
か
ら
う
た
奉
れ
と
仰
ご

と
の
あ
ら
ま
し
承
れ
ば
、
せ
ば
き）
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（

袖
か
き
合
せ
て
槙
の
は
し
ら
に
よ
り
ゐ

た
る
が
、
あ
ま
り
に
あ
ん
じ
ほ
れ
て
く
び
ほ
ね
も）

（（
（

い
た
う
ぞ
覚
え
し
。
も

と
よ
り
も
ん
に
ん
擬
生
の
き
は
に
し
も
あ
ら
ず
、
才
学
拙
け
れ
ば
、
石
の

火
の
打
い
で
ん
こ
と
の
は
も
な
し
。
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前
栽
ち
り
な
く
し
は

（
マ
マ
）

た
し）

（（
（

た
り
。
舟
に
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
。
中
島
に
わ

ざ
と
た
ち
て
、
軽
ら
か
に
こ
と
そ
ぎ）

（（
（

つ
く
ら
れ
た
る
所
に
入
お
は
し
ま

す）
（（
（

。
み
き
ま
い
る
。
硯
れ
う
し
奉
り
、
階
を
く
だ
り
て）

（7
（

う
づ
く
ま
る
。
冷

泉
殿
、

　
　
　�

す
み
だ
川
こ
ゝ
に
け
ふ
こ
し
み
や
こ
鳥
あ
り
し
た
め
し
も
と
ひ
て
こ
そ

し
れ

　
　
　
花
鳥
に
霞
む
や
千
里
す
み
だ
川
船
と
め
て
見
る
遠
近
の
春

　
　
　
初
花
も
け
ふ
こ
そ
見
つ
れ
珍
ら
し
き
隅
田
河
原
の
春
を
と
ひ
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て

　
　
葉
室
ど
の
ゝ
よ
ま
せ
給
ふ
、

　
　
　
豊
な
る
世
々
を
か
さ
ね
て
隅
田
川
広
き
汀）
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（

の
波
も
さ
は
が
ず

　
　
　
聞
し
に
も
こ
え
て
こ
そ
見
れ
角
田
川
汀
の
波
も
花
に
匂
ひ
て

　
　�

か
ら
う
た
奉
り
、ぬ
か）

（（
（

づ
き
居
た
り
。み
け
し
き
あ
り
。み
き
給
は
る
。よ
ゝ

と
え
ひ
た
り
。
み
だ
り
心
ち
に）
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（

け
う
〳
〵
な
る
ふ
る
ま
ひ
な
ど
ま
じ
ら
ば

と
お
も
ふ
、
い
と
く
る
し）
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（

。
右
近
大
鹿
の
清
基）

72
（

、

　
　
　
朝
附
日
長
閑
き
光
さ
し
そ
ひ
て）

7（
（

波
に
か
ゞ
や
く
朱
の
そ
ほ
舟
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国
の
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水
の
す
み
だ
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代
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が
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く
り
か
へ
し
詠
も
あ
か
ず
角
田
川
岸
の
む
か
ひ
の
青
柳
の
糸

　
　
内
匠
の
ぶ
な
り）

7（
（

、

　
　
　
に
ご
り
な
く
治
れ
る
よ
の
隅
田
川
け
ふ
の
御
船
の
跡
は
絶
せ
じ

　
　
　
筑
波
山
峰
吹
お
ろ
す）

7（
（

春
風
に
角
田
河
原
の
花
ぞ
綻
ぶ

　
　�

こ
の
翁
は
、
世
心
つ
き
て
こ
も
り
居
た
る
を
、
こ
た
び
葉
室
殿
に
め
し
て

御
と
も
に
さ
ぶ
ら
ひ
た
り
。歳
は
七
十
あ
ま
り
に
あ
れ
ど
、心
わ
か
や
か
に
、

さ
す
が
放
下
づ
き
て
お
か
し
と
み
る
人
な
り
。
け
ふ
に
み
あ
ひ）

77
（

奉
る
は
偏

に
極
楽
世
界
に
生
れ
出
た
る
思
ひ
し
て）

7（
（

、
か
た
じ
け
な
き
御
も
て
な
し
に

も
侍
る
や）

7（
（

と
、
い
け
る）

（（
（

か
ひ
つ
く
り
て
え
ひ
な
く
涙
、
か
れ
い
ゐ
の
う
へ

に
落
て
、又
さ
か
づ
き
を
や
う
か
ぶ
ら
ん
。和
歌
を
も
と
冷
泉
殿
仰
あ
れ
ば
、

　
　
　
都
鳥
大
宮）

（（
（

人
に
な
づ
さ
ひ
て
隅
田
河
原
の
む
か
し
か
た
ら
へ

　
　
　
時
津
風
治
る
世
と
て
隅
田
河
春
の
み
ふ
ね
に）

（2
（

波
も
音
せ
ず

　
　�

と
な
ん
け
い
す）

（（
（

。
か
ゝ
る
む
し
ろ
に
の
ぞ
む
べ
き
身
の
き
は
に
も
あ
ら
ね

す

）
（（

（
マ
マ
）（

、難
波
の
あ
し
か
ら
じ
と
用
意
す
と
も
よ
し
あ
る
ふ
し
も
あ
ら
じ
を
、

ま
し
て
い
と
ふ
え
ひ
て
侍
れ
ば
、
な
で
う
至
り
ふ
か
き
か
た
か
あ
ら
ん
。

　
　�

　
申
の
さ
か
り
に）

（（
（

か
つ
ら
の
さ
ほ
さ
し
か
へ
る
。
南
の
か
ぜ
ゆ
る
や
か
に

吹
出
て
、
は
じ
め
見
し
山
々
み
な
霞
わ
た
り
、
え
も
い
は
ぬ
春
の
け
し
き

也
。
い
さ
な
と
る）

（（
（

あ
み
ど
も
、
あ
ご
と
ゝ
の
へ
て
、
か
な
た
こ
な
た
に
よ

り）
（7
（

か
ふ
に
、
た
か
ば
か
り
三
た
け
ば
か
り
な
る
い
ほ
の
、
し
ろ
ふ
見
え
て

お
ど
れ
る
が
あ
ま
た
に）

（（
（

あ
れ
ば
、
都
に
て
め
な
れ
ぬ
事
の
め
も
あ
や
な
り

と
て
、
御
前
の
人
ど
も
山
と
よ
む
ま
で
い
ひ
の
ゝ
し
る
。
棹
歌）

（（
（

を
も
こ
め

き
て
あ
ら
た
に
つ
く
り
て
う
た
ひ
つ
れ
た
る
、
糸
竹
よ
り
も
け
う
あ
り
と

て
、
み
な
人
め
で
き
こ
ゆ
。
御
い
き
ほ
ひ
あ
め
の）

（（
（

下
を
な
び
か
し
、
ひ
と

の
国
ま
で
な
び
き
し
た
が
へ
る
御
恵
を
あ
ふ
が
ぬ
は
な
し
。

　
　�

　
日
の
く
れ
行
ま
ゝ
、
火
あ
ま
た
所
に
た
き
て
御
舟
を
み
ち
び
き）

（（
（

、
月
あ

ら
ば
や
と
い
ふ
も
、
梅
が
香
を
柳
の
枝
の
ね
が
ひ
成
べ
し
。
御
や
ど
り
に

つ
き
て
清
基
が
袖
を
ひ
か
へ
て）

（2
（

、

　
　
　
か
へ
り
行
み
や
こ
の
人
に
か
た
り
つ
げ
隅
田
川
原
の
春
の
舟
路
を

　
　�

こ
や
御
方
に
こ
そ
申
さ
め
と
て
、
返
し
は
せ
ず
。
み
や
こ
の
人
は
用
意
あ

り
て
ぞ
覚
し
か
、
日
を
経
へ

）
（（

（
マ
マ
）（

都
よ
り）

（（
（

、
た
め
む
ら
卿

　
　
　
聞
わ
た
る
め
ぐ
み
も
ひ
ろ
し
す
み
だ
河
ま
れ
の
舟
路
の
春
の
あ
そ
び
は

　
　
後
に
為
村
卿
よ
り）

（（
（

　
　�

　
春
の
み
ふ
ね
私
記
と
て
人
に
お
く
ら
れ
し
一
ま
き
を
見
侍
る
に）

（（
（

、
か
の

逍
遥
あ
り
し
を
ま
の
あ
た
り
今
見
る
や
う
に
お
ぼ
へ）

（7
（

、

　
　
　�

か
く
筆
に
う
つ
す
あ
は
れ
ぞ
浅
か
ら
ぬ
す
み
だ
河
原
の
春
の
ふ
る
ご
と

を

　
　
　�

お
も
ひ
つ
ゞ
く
る
の
あ
ま
り
、
此
紙
に
さ
ら
に
書
て
お
く
ら
れ
侍
ら
ば
、

の
ぞ
み
に
か
な
ひ
候
は
ん
。
げ
に
さ
な
が
ら
春
の
ひ
と
夜
の
夢
が
た
り

に
な
む
。

　（
１
）�　
頭
欄
「
元
文
五
年

庚申

三
月
廿
一
日
条
云
、
勅
使
冷
泉
・
葉
室
、
隅
田
川

え
被
相
越
、
高
家
長
沢
壱
岐
守
・
前
田
隠
岐
守
・
織
田
淡
路
守
、
大
目

付
能
勢
甚
四
郎
・
神
尾
市
左
衛
門
相
越
。
三
月
十
三
日
参
着
、
同
十
五

十
二
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十
三

日
御
対
顔
、同
十
八
日
御
饗
応
、同
十
九
日
御
暇
、同
廿
一
日
墨
水
遊
覧
、

同
廿
三
日
帰
路
発
駕
。
御
馳
走
掛
、
毛
利
甲
斐
守
匡
敬
」。

　（
２
）�　「
そ
の
比
」
の
右
に
傍
記
「
弥
生
の
廿
日
あ
ま
り
一
日
」。

　（
３
）　「
大
納
言
殿
」
の
右
に
傍
記
「
為
久
卿
五
十
五
」。

　（
４
）　「
大
な
ご
ん
殿
」
の
右
に
傍
記
「
頼
胤
卿
四
十
四
」。

　（
５
）　「
あ
ら
ず
」
の
下
に
補
入
「
も
は
ら
」。

　（
６
）　「
御
さ
た
と
し
て
」
の
右
に
傍
記
「
も
よ
ほ
し
よ
り
出
て
」。

　（
７
）　「
つ
く
し
」
―
―
「
つ
く
さ
れ
」（
国
・
内
）。

　（
８
）　
こ
の
一
文
、
括
弧
に
入
れ
る
。

　（
９
）　「
加
納
久
通
」
―
―
「
久
道
」（
国
）。

　（
10
）　「
伝
へ
ら
れ
」
の
下
に
補
入
「
し
ま
ゝ
」。

　（
11
）　「
空
」
―
―
ナ
シ
（
国
・
内
）。

　（
12
）　「
の
ぼ
り
て
」
―
―
「
の
ぼ
り
」（
国
）。

　（
13
）　「
え
む
な
る
」
の
下
に
補
入
「
春
の
」。

　（
14
）　「
ば
や
」
の
右
に
傍
記
「
も
の
を
」。

　（
15
）　「
な
り
」
―
―
「
あ
り
」（
国
・
内
）。

　（
16
）　「
す
」
の
右
に
傍
記
「
し
ぬ
」。

　（
17
）　「
舟
」
―
―
ナ
シ
（
国
・
内
）。

　（
18
）　「
た
る
」
―
―
「
た
り
」（
国
）。

　（
19
）　「
あ
べ
き
」
―
―
「
あ
る
べ
き
」（
内
）。

　（
20
）　「
な
し
」
の
右
に
傍
記
「
見
え
ず
」。

　（
21
）　「
こ
ゝ
か
し
こ
に
」
の
右
に
傍
記
「
を
と
ゞ
め
、
か
な
た
こ
な
た
に
」。

　（
22
）　「
御
船
」
の
上
に
補
入
「
こ
し
よ
り
」。

　（
23
）　「
あ
は
ひ
」
の
右
に
傍
記
「
ほ
ど
」。

　（
24
）　「
わ
か
き
め
」
の
右
に
補
入
「
花
を
お
り
た
る
」。

　（
25
）　「
幾
千
々
」
―
―
「
幾
千
」（
国
）。

　（
26
）　「
こ
し
て
」
―
―
「
さ
し
こ
し
て
」（
国
・
内
）。

　（
27
）　「
そ
ゞ
ろ
」
―
―
「
そ
ゞ
ろ
に
」（
内
）。

　（
28
）　「
お
ほ
し
」
の
左
に
傍
記
「
い
と
う
つ
く
し
」。

　（
29
）　「
ま
ぢ
へ
」
―
―
「
さ
し
へ
」（
国
）。

　（
30
）　「
御
も
て
な
し
」
―
―
「
み
も
な
し
」（
国
）。

　（
31
）　「
か
や
う
」
―
―
「
か
う
や
う
」（
国
・
内
）。

　（
32
）　「
な
ら
ぶ
」
―
―
「
な
ず
ら
ふ
」（
国
）「
な
づ
ろ
う
」（
内
）。

　（
33
）　「
執
し
」
―
―
「
執
し
め
」（
内
）。

　（
34
）　「
も
と
の
」
の
右
に
補
入
「
蓮
生
の
」。

　（
35
）�　「
大
和
こ
と
ば
」
―
―
「
や
ま
と
こ
と
の
葉
」（
国
）「
や
ま
と
言
の
葉
」

（
内
）。

　（
36
）　「
奉
る
」
―
―
「
奉
れ
る
」（
内
）。

　（
37
）　「
こ
と
を
」
―
―
「
事
を
し
も
」（
内
）。

　（
38
）　「
給
は
る
」
―
―
「
給
ふ
る
」（
内
）。

　（
39
）　「
さ
る
が
う
ご
と
も
」
―
―
「
さ
る
が
う
事
ど
も
」（
内
）。

　（
40
）　「
こ
と
葉
」
―
―
「
こ
と
の
葉
」（
内
）。

　（
41
）　「
が
」
の
右
に
補
入
「
翁
」。

　（
42
）　「
し
か
あ
れ
ば
」
―
―
「
さ
れ
ば
」（
内
）。
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）。

　（
40
）　「
こ
と
葉
」
―
―
「
こ
と
の
葉
」（
内
）。

　（
41
）　「
が
」
の
右
に
補
入
「
翁
」。
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十
四

　（
43
）　「
お
は
し
ま
す
な
ら
ん
」
―
―
「
お
は
し
ま
す
ら
ん
」（
内
）。

　（
44
）　「
筑
波
山
」
―
―
「
筑
波
の
山
」（
内
）。

　（
45
）　「
ち
ゝ
ぶ
ね
」
―
―
「
秩
父
」（
内
）。

　（
46
）　
補
入
「
か
な
た
お
も
て
、
こ
な
た
お
も
て
に
」。

　（
47
）　「
め
」
―
―
「
見
」（
国
・
内
）。

　（
48
）　「
あ
ら
ぬ
」
―
―
「
あ
ら
ぬ
か
」（
国
・
内
）。

　（
49
）�　「
す
が
や
か
な
る
を
の
こ
ど
も
の
あ
か
き
き
ぬ
き
て
」―
―
ナ
シ（
内
）。

　（
50
）　「
似
た
り
」
―
―
「
似
た
る
」（
国
）。

　（
51
）　「
よ
ろ
こ
び
」
―
―
「
よ
ろ
ひ
」（
国
・
内
）。

　（
52
）　「
為
に
」
―
―
「
た
め
」（
内
）。

　（
53
）�　「
都
の
」
―
―
「
大
宮
」（
国
・
内
）。
底
本
、「
都
の
」
の
右
に
傍
記
「
大

に
（
マ
マ
）

み
や
」。

　（
54
）　「
待
ら
し
」
―
―
「
ま
つ
ら
ん
」（
国
）。

　（
55
）　「
所
の
」
―
―
「
所
に
」（
国
）。

　（
56
）　「
の
み

（
マ
マ
）

め
り
」
―
―
「
の
ぞ
め
り
」（
国
・
内
）。

　（
57
）　「
も
の
ふ
り

（
マ
マ
）

し
」
―
―
「
も
の
ふ
か
し
」（
国
・
内
）。

　（
58
）　「
啓
す
」
―
―
「
申
す
」（
国
）。

　（
59
）　「
け
ふ
」
―
―
「
げ
に
」（
国
・
内
）。

　（
60
）　「
供
御
」
―
―
「
お
も
の
」（
国
）「
御
も
の
」（
内
）。

　（
61
）　「
逍
遥
」
―
―
「
御
逍
遥
」（
内
）。

　（
62
）　「
せ
ば
き
」
―
―
ナ
シ
（
国
・
内
）。

　（
63
）　「
く
び
ほ
ね
も
」
―
―
「
首
骨
」（
国
・
内
）。

　（
64
）　「
し
は

（
マ
マ
）

た
し
」
―
―
「
し
わ
た
し
」（
国
・
内
）。

　（
65
）　「
こ
と
そ
ぎ
」
―
―
「
そ
ぎ
」（
内
）。

　（
66
）　
補
入
「
風
い
と
寒
く
吹
と
ほ
し
ぬ
れ
ば
、屏
風
ひ
と
よ
ろ
ひ
た
て
つ
」。

　（
67
）　「
く
だ
り
て
」
―
―
「
下
り
」（
国
）。

　（
68
）　「
汀
」
の
右
に
傍
記
「
な
が
れ
」。

　（
69
）　「
ぬ
か
」
―
―
「
ぬ
る
」（
国
）。

　（
70
）　「
心
ち
に
」
―
―
「
こ
ゝ
ち
」（
国
）「
心
地
」（
内
）。

　（
71
）　「
い
と
く
る
し
」
の
下
に
補
入
「
青
侍
ど
も
の
中
に
」。

　（
72
）　「
基
」
の
右
に
傍
記
「
つ
ね
」。

　（
73
）　「
さ
し
そ
ひ
て
」
―
―
「
さ
し
添
て
」（
国
）「
さ
し
そ
え
て
」（
内
）。

　（
74
）　「
な
が
れ
成
ら
ん
」
の
右
に
傍
記
「
な
に
な
が
る
ら
ん
」。

　（
75
）�　「
の
ぶ
な
り
」
―
―
「
寿
詞
」（
国
・
内
）。
底
本
、「
な
り
」
の
右
に

傍
記
「
寿
詞
」。

　（
76
）　「
お
ろ
す
」
の
右
に
傍
記
「
こ
ゆ
る
」。

　（
77
）　「
み
あ
ひ
」
―
―
「
あ
ひ
」（
国
・
内
）。

　（
78
）　「
奉
る
は
偏
に
極
楽
世
界
に
生
れ
出
た
る
思
ひ
し
て
」―
―
ナ
シ（
国
）。

　（
79
）　「
侍
る
や
」
―
―
「
侍
る
か
な
」（
国
）「
侍
る
哉
」（
内
）。

　（
80
）　「
い
け
る
」
―
―
「
い
ひ
け
る
」（
内
）。

　（
81
）　「
大
宮
」
の
右
に
傍
記
「
み
や
こ
の
」。

　（
82
）　「
に
」
―
―
「
の
」（
国
・
内
）。

　（
83
）　「
け
い
す
」
―
―
「
申
す
」（
国
）「
け
い
す
る
」（
内
）。

　（
84
）�　「
あ
ら
ね
す

（
マ
マ
）

」
―
―
「
あ
ら
ね
ば
」（
国
・
内
）。
底
本
、「
す
」
を
見
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十
五

消
に
し
て
「
ば
」
と
訂
正
。

　（
85
）　「
さ
か
り
に
」
―
―
「
さ
か
り
」（
内
）。

　（
86
）　「
い
さ
な
と
る
」
―
―
「
い
か
な
る
」（
内
）。

　（
87
）　「
よ
り
」
―
―
「
ち
り
」（
国
・
内
）。

　（
88
）　「
あ
ま
た
に
」
―
―
「
あ
ま
た
」（
国
）。

　（
89
）　「
棹
歌
」
―
―
「
棹
の
歌
」（
国
・
内
）。

　（
90
）　「
あ
め
の
」
―
―
「
あ
め
が
」（
国
・
内
）。

　（
91
）�　「
火
あ
ま
た
所
に
た
き
て
御
舟
を
み
ち
び
き
」
―
―
「
と
も
し
火
ど
も

河
岸
に
見
へ
、
浪
を
や
く
か
ゞ
り
火
あ
ま
た
処
に
た
き
て
御
舟
を
み
ち

引
」（
内
）。

　（
92
）　「
ひ
か
へ
て
」
―
―
「
ひ
か
へ
て
、
か
く
」（
内
）。

　（
93
）　「
経
へ

（
マ
マ
）

」
―
―
「
へ
て
」（
国
・
内
）。

　（
94
）　「
都
よ
り
」
の
下
に
補
入
「
た
ま
は
せ
給
ふ
」。

　（
95
）�　「
後
に
為
村
卿
よ
り
」―
―「
と
仰
下
さ
る
。
後
に
為
村
卿
よ
り
」（
内
）。

国
は
「
後
に
為
村
卿
よ
り
」
以
下
の
部
分
を
す
べ
て
欠
く
。

　（
96
）　「
見
侍
る
に
」
―
―
「
見
侍
る
也
」（
内
）。

　（
97
）　「
お
ぼ
へ
」
―
―
「
覚
て
」（
内
）。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
遊
覧
に
際
し
て
信
遍
の
詠
じ
た
漢
詩
は
、「
春
の
御
ふ
ね
」

の
本
来
の
部
分
に
は
収
録
さ
れ
ず
、
国
会
図
書
館
本
の
司
直
和
文
の
前
に
次
の

よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
日
の
か
ら
う
た

　
　
星
文
暁
動
鳳
凰
楼

　
　
錦
纜
牙
檣
尋
古
游

　
　
賞
眺
応
同
天
上
座

　
　
乾
坤
偏
似
鏡
中
浮

　
　
一
時
詩
賦
鄒
枚
筆

　
　
千
載
風
流
李
郭
舟

　
　
愷
楽
陪
君
魚
在
藻

　
　
随
波
好
更
問
瀛
州

　
　
　
ま
た

　
　
楼
船
簫
鼓
発
春
風

　
　
漢
氏
横
汾
此
日
同

　
　
緯
象
光
臨
瓊
海
外

　
　
麒
麟
影
動
翠
濤
中

　
　
明
時
游
予
皆
軌
物

　
　
上
国
文
章
共
鬱
葱

　
　
更
有
任
公
若
魚
賜

　
　
恩
波
旁
及
淛
河
東

　
な
お
、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
公
武
詩
歌
聞
書
』（
請
求
番
号

　

九
一
一
・
二
六
四
・
二
六
）
下
冊
に
は
、「
承
教
奉
陪
天
使
汎
舟
隅
田
川
」
と
題
し
、

「
東
都
中
秘
書
少
監

　
成
島
道
筑

　
鳴
鳳
卿
」
の
名
乗
で
一
首
目
の
詩
の
み
を

載
せ
る
が
、
第
四
句
の
「
偏
」
を
「
寧
」
に
、
第
五
句
の
「
詩
」
を
「
詞
」
に

そ
れ
ぞ
れ
作
る
な
ど
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

　
ま
た
、
和
歌
に
関
し
て
も
、
信
遍
の
家
集
『
三
世
の
な
み
』（
引
用
は
内
閣

文
庫
蔵
本
に
拠
る
）
に
、　

　
　

　
　
　�

冷
泉
・
葉
室
両
卿
墨
田
川
に
逍
遥
の
と
き
、
か
の
み
舟
に
陪
せ
よ
と
仰

せ
ご
と
を
奉
て
、
か
ら
歌
の
跡
に
し
て
歌
を
も
と
聞
へ
さ
せ
給
ひ
し
か

ば

　
　
都
鳥
大
宮
人
に
な
づ
さ
ひ
て
す
み
だ
か
は
ら
の
む
か
し
か
た
ら
へ

　
　
治
れ
る
世
の
風
し
る
く
墨
田
川
春
の
み
舟
に
浪
も
音
せ
で

　
　
　
二
首
と
も
に
よ
ろ
し
く
、
書
て
ま
い
ら
せ
よ
と
仰
す
。
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十
五

消
に
し
て
「
ば
」
と
訂
正
。

　（
85
）　「
さ
か
り
に
」
―
―
「
さ
か
り
」（
内
）。

　（
86
）　「
い
さ
な
と
る
」
―
―
「
い
か
な
る
」（
内
）。

　（
87
）　「
よ
り
」
―
―
「
ち
り
」（
国
・
内
）。

　（
88
）　「
あ
ま
た
に
」
―
―
「
あ
ま
た
」（
国
）。

　（
89
）　「
棹
歌
」
―
―
「
棹
の
歌
」（
国
・
内
）。

　（
90
）　「
あ
め
の
」
―
―
「
あ
め
が
」（
国
・
内
）。

　（
91
）�　「
火
あ
ま
た
所
に
た
き
て
御
舟
を
み
ち
び
き
」
―
―
「
と
も
し
火
ど
も

河
岸
に
見
へ
、
浪
を
や
く
か
ゞ
り
火
あ
ま
た
処
に
た
き
て
御
舟
を
み
ち

引
」（
内
）。

　（
92
）　「
ひ
か
へ
て
」
―
―
「
ひ
か
へ
て
、
か
く
」（
内
）。

　（
93
）　「
経
へ

（
マ
マ
）

」
―
―
「
へ
て
」（
国
・
内
）。

　（
94
）　「
都
よ
り
」
の
下
に
補
入
「
た
ま
は
せ
給
ふ
」。

　（
95
）�　「
後
に
為
村
卿
よ
り
」―
―「
と
仰
下
さ
る
。
後
に
為
村
卿
よ
り
」（
内
）。

国
は
「
後
に
為
村
卿
よ
り
」
以
下
の
部
分
を
す
べ
て
欠
く
。

　（
96
）　「
見
侍
る
に
」
―
―
「
見
侍
る
也
」（
内
）。

　（
97
）　「
お
ぼ
へ
」
―
―
「
覚
て
」（
内
）。

　
ち
な
み
に
、
こ
の
遊
覧
に
際
し
て
信
遍
の
詠
じ
た
漢
詩
は
、「
春
の
御
ふ
ね
」

の
本
来
の
部
分
に
は
収
録
さ
れ
ず
、
国
会
図
書
館
本
の
司
直
和
文
の
前
に
次
の

よ
う
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
日
の
か
ら
う
た

　
　
星
文
暁
動
鳳
凰
楼

　
　
錦
纜
牙
檣
尋
古
游

　
　
賞
眺
応
同
天
上
座

　
　
乾
坤
偏
似
鏡
中
浮

　
　
一
時
詩
賦
鄒
枚
筆

　
　
千
載
風
流
李
郭
舟

　
　
愷
楽
陪
君
魚
在
藻

　
　
随
波
好
更
問
瀛
州

　
　
　
ま
た

　
　
楼
船
簫
鼓
発
春
風

　
　
漢
氏
横
汾
此
日
同

　
　
緯
象
光
臨
瓊
海
外

　
　
麒
麟
影
動
翠
濤
中

　
　
明
時
游
予
皆
軌
物

　
　
上
国
文
章
共
鬱
葱

　
　
更
有
任
公
若
魚
賜

　
　
恩
波
旁
及
淛
河
東

　
な
お
、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
蔵
『
公
武
詩
歌
聞
書
』（
請
求
番
号

　

九
一
一
・
二
六
四
・
二
六
）
下
冊
に
は
、「
承
教
奉
陪
天
使
汎
舟
隅
田
川
」
と
題
し
、

「
東
都
中
秘
書
少
監

　
成
島
道
筑

　
鳴
鳳
卿
」
の
名
乗
で
一
首
目
の
詩
の
み
を

載
せ
る
が
、
第
四
句
の
「
偏
」
を
「
寧
」
に
、
第
五
句
の
「
詩
」
を
「
詞
」
に

そ
れ
ぞ
れ
作
る
な
ど
、
若
干
の
相
違
が
あ
る
。

　
ま
た
、
和
歌
に
関
し
て
も
、
信
遍
の
家
集
『
三
世
の
な
み
』（
引
用
は
内
閣

文
庫
蔵
本
に
拠
る
）
に
、　

　
　

　
　
　�

冷
泉
・
葉
室
両
卿
墨
田
川
に
逍
遥
の
と
き
、
か
の
み
舟
に
陪
せ
よ
と
仰

せ
ご
と
を
奉
て
、
か
ら
歌
の
跡
に
し
て
歌
を
も
と
聞
へ
さ
せ
給
ひ
し
か

ば

　
　
都
鳥
大
宮
人
に
な
づ
さ
ひ
て
す
み
だ
か
は
ら
の
む
か
し
か
た
ら
へ

　
　
治
れ
る
世
の
風
し
る
く
墨
田
川
春
の
み
舟
に
浪
も
音
せ
で

　
　
　
二
首
と
も
に
よ
ろ
し
く
、
書
て
ま
い
ら
せ
よ
と
仰
す
。
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十
六

　
　
　�

春
の
み
舟
と
い
ふ
筆
す
さ
び
を
、
為
村
卿
よ
り
、
書
て
奉
れ
と
仰
あ
り

し
が
、
れ
う
し
ま
で
を
給
り
て
、
書
て
参
ら
せ
け
る
叙
に

　
　
と
る
筆
も
は
か
な
き
水
の
墨
田
川
か
へ
ら
ぬ
花
の
は
る
は
な
が
れ
て

　
　
墨
田
川
み
し
世
の
春
は
逝
水
の
せ
ぎ
り
に
む
せ
ぶ
花
の
う
た
か
た

　
　
　�

御
そ
へ
書
、
二
首
と
も
に
よ
ろ
し
、
清
書
し
て
こ
さ
る
べ
し
。
こ
れ
は

為
久
卿
逝
去
の
後
な
り
。

と
あ
る
よ
う
に
、
遊
覧
の
際
の
二
首
目
の
初
句
・
二
句
・
結
句
に
異
文
を
生
じ

た
り
、
後
に
為
村
に
対
し
て
新
写
本
を
奉
呈
す
る
に
当
っ
て
詠
じ
た
、「
春
の

御
ふ
ね
」
に
は
見
え
な
か
っ
た
和
歌
二
首
が
収
録
さ
れ
た
り
し
て
、
隅
田
川
遊

覧
時
に
詠
じ
た
詩
歌
の
形
が
当
事
者
信
遍
の
内
部
で
も
す
で
に
曖
昧
模
糊
と

し
、
信
遍
生
前
か
ら
異
伝
を
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
は
も
は

や
諸
本
の
書
誌
的
検
討
の
範
疇
を
超
え
て
い
る
。
信
遍
と
そ
の
子
孫
た
ち
が
、

次
々
と
到
来
す
る
「
春
の
御
ふ
ね
」
書
写
の
要
求
に
応
え
る
う
ち
に
、
自
ら
異

伝
・
異
文
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　（
未
完
）

　〔
付
記
〕

　
　
　
本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

　
　�

　「
近
世
堂
上
派
歌
人
の
宗
匠
選
択
に
つ
い
て
の
研
究
」
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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十
七

A Chronological Record of Narushima Nobuyuki’s Career (13)

Keiichi KUBOTA

　　 I have written Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 1739 in serial form, and this paper 

deals with articles presented to him in 1740.

　　 In January, dignitaries around Tokugawa Yoshimune ordered  the librarians of Momijiyama 

Library and Nobuyuki to search the library for documents about the administration  of lands in 

China.

　　 In March, Reizei Tamehisa and Hamuro Yoritane came to Edo as messengers of the Emperor. 

The Tokugawa Shogunate invited them to sightseeing boats floating on the Sumida River. 

Nobuyuki accompanied them, composed Chinese poems and waka, and wrote a travel piece “Haru 

no Mifune”.
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通
釈
『
八
重
葎
物
語
』（
そ
の
三
）

妹
　
尾

　
好

　
信

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
八
重
葎
、
　中
世
王
朝
物
語

は
じ
め
に

　
中
世
王
朝
物
語
『
八
重
葎
』
の
通
訳
を
試
み
た
。
今
回
は
そ
の
第
三
回
目
で
、

『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
71
巻
（
平
成
23
年
12
月
）
掲
載
の
「
通

釈
『
八
重
葎
物
語
』（
そ
の
一
）」
お
よ
び
『
表
現
技
術
研
究
』
第
七
号
（
平
成

24
年
３
月
）
掲
載
の
「
同
（
そ
の
二
）」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
底
本
に
は
原
豊

二
氏
蔵
『
八
重
葎
物
語
』
を
用
い
、
濁
点
・
句
読
点
・
か
ぎ
括
弧
等
を
付
す
他

は
原
文
通
り
に
翻
刻
し
て
本
文
と
し
た
。
同
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
本
と
同
系
統

な
の
で
静
嘉
堂
本
と
の
異
同
を
行
間
に
注
記
し
、
本
文
の
不
審
箇
所
に
つ
い
て

も
行
間
に
注
記
し
た
。
便
宜
上
、『
鎌
倉
時
代
物
語
集
成
』
第
五
巻
所
収
の
翻

刻
本
文
の
形
式
段
落
に
従
っ
て
段
落
分
け
し
、
各
段
落
に
通
し
番
号
と
短
い
見

出
し
を
付
し
た
。
引
歌
・
引
詩
等
、
典
拠
あ
る
表
現
に
つ
い
て
の
み
、
訳
文
に

＊
を
付
し
て
注
を
付
け
た
。
訳
文
は
原
文
を
尊
重
し
た
が
、
主
語
を
補
う
な
ど

注
釈
な
し
で
通
読
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
。引
歌
の
引
用
本
文
・
歌
番
号
は『
新

編
国
歌
大
観
』に
よ
っ
た
。
今
回
は
、第
37
段
落
か
ら
第
52
段
落
ま
で
を
扱
う
。

【
37
】
母
北
の
方
の
病
気
や
や
よ
く
な
る
。
中
納
言
へ
の
心
遣
い

　
か
く
い
ふ
に
、
や
よ
ひ
も
十
日
あ
ま
り
に
成
ぬ
。
う
へ
の
御
な
や
み
お
な
じ

さ
ま
に
て
み
そ
か
に
さ
へ
な
れ
ば
、
誰
も
〳
〵
い
み
じ
う
お
ぼ
し
な
げ
く
に
、

御
い
の
り
の
僧
も
、
今
ま
で
そ
の
し
る
し
見
え
ぬ
は
お
こ
な
ひ
の
た
ゆ
き
か
た

に
人
の
み
る
ら
む
も
く
ち
を
し
き
心
ち
し
て
、
い
み
じ
う
心
を
お
こ
し
、
ず
ゞ

の
を
も
す
り
き
り
つ
ゝ
い
の
り
さ
わ
ぐ
に
、
す
こ
し
よ
ろ
し
う
見
え
給
へ
ば
、

人
〻
う
れ
し
う
、
た
ふ
と
が
ら
せ
給
ふ
に
、
あ
せ
う
ち
の
ご
ひ
て
し
は
ぶ
き
ゐ

た
る
も
し
た
り
が
ほ
な
り
。
中
納
言
の
き
み
の
い
み
じ
き
御
心
づ
く
し
に
す
こ

し
お
も
や
せ
給
へ
る
を
、
き
の
ふ
け
ふ
物
お
ぼ
え
給
ふ
ほ
ど
に
て
、
か
な
し
と

見
給
ふ
ま
ゝ
に
、
う
ち
な
か
せ
給
ひ
つ
ゝ
、「
心
ち
は
こ
よ
な
く
さ
わ
や
か
に

こ
そ
お
ぼ
ゆ
れ
。さ
り
と
も
、こ
の
ま
ゝ
に
や
と
思
ふ
」な
ど
聞
え
給
へ
ば
、「『
か

ひ
な
く
見
奉
り
侍
ら
ま
し
か
ば
、
い
か
に
口
を
し
く
』
と
思
ふ
給
へ
し
に
、
け

ふ
の
御
け
は
ひ
見
奉
る
は
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
よ
ろ
こ
び
に
な
む
」
と
き
こ
え

給
ふ
。「
を
し
げ
な
き
命
の
ほ
ど
を
、
か
く
き
こ
え
む
は
、
子
な
ら
ざ
ら
む
人

は
い
か
で
」
と
い
と
ゞ
な
き
ま
さ
り
給
ふ
。
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